
［ラオネの農業と林業］

I ラオス人民民主共和国(Lao People's Democratic Republic)の概要

1. 歴史と民族
1) 歴史
ラオスは楊子江以南から南下したタイ系ラ ー オ族が12世紀に定着したのが始まりである。 した

がってラオスの歴史は比較的新しく、国家形成は14世紀に始まっている。
(1)古代～中世：1353年にファグム(Fa Ngume)王が現在のラオス全域と東北タイの一 部を含む

ランサン国(Lan Sang= 百万の象を意味する）を建国し、 Luang Prabangに王都を築いた。 ランサ

ン国はカンボジアのインド文化を継承し、一 時期隆盛を誇った。 しかし王国はその後、 シャム、
ベトナム、 ビルマなど近隣諸国の圧迫を受け、 これらに隷属しつつ17世紀末に王位継承をめぐっ

てVientiane、Luang Prabang、Campasakの3王国に分裂した。18世紀後半、 シャムは3王国を自

国の属国とし、19世紀にはベトナムの院王国もラオス領土の一部を自治領に組入した。
(2)近代：19世紀後半、 ベ トナムを保護領としたフランスは、 シャムのラオス蚕食に干渉し、

1893年フランス ・ タイ協定によりラオスの保護権を獲得し、1899年には仏領インドシナ連邦に編
入した。 植民地経営に当たってフランス人はラオス人民に対して徹底した愚民政策をとり、 ベ ト
ナム人を中級官吏に登用してラオス人の敵懐心をベトナム人に向けさせるなど巧妙な分断統治を
行った。 フランス統治時代は鉱山開発のほかは見るべきものはなく、経済的発展は進まなかった。

(3)現代：1941年日本軍の仏印進駐、1945年の仏印処理は民族独立運動に火をつけた。戦後フ
ランスが宗主国として再度復婦したが、1949年ラオスは仏連合内の独立国となり、1953年プー マ
首相はフランス ・ ラオス友好条約で法的にも完全独立を達成した。 他方急進派のパテトラオは共
産主義化を進めて穏健派と対立し、プ ー マ首相の二度にわたる調停工作にも関わらず(1957、196
2年）、 ベ トナム、カンボジアにおける共産勢力の勝利を背景として次第に勢力を拡大した。1975
年、愛国戦線はベトナム人民軍支援のもとに進駐を開始して全土を掌握し、王政の廃止、ラオス
人民革命党による共産主義国家を建設した。 その後ベトナム、 ソ連と緊密な関係を保ちながら現
在に至っているが、最近の計画経済のもとで資本主義各国とも協調態勢を図るなど徐々に共産主
義国家の形態を変えつつある。

2) 民族
民族的にはタイ系のラーオ族が中心で、総人口の60％を占める。 ラー オ族の他に少数民族として、

タイ系の黒タイ、 白タイ、ル一族、 ラオ・トウングと呼ばれるプロトネシア系のカ ー 族、またラ
オ ・ ス ー ングと呼ばれるメオ、 ヤオ、 マン族などがあ り、 これら少数民族は67種、人口は100万人

と言われる。さらにベトナム人、中国人が全土に分布している。特に中国人（華僑）は、 旧王政下
では10万人がVientianeをはじめ主要都市に在住し、 商業活動に従事していたが、1975年の革命の
戦乱とその後の人民共和国の成立にともない、相次いで国外に脱出し、現在その数は5千人以下
にまで減少したといわれている。
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る。1980-85年のアジアお
よび世界の年平均人口増
加率はいずれも1.1％とな
っており、ラオスの人口
増加率は他国と比較して
かなり高い。 さらに最近
の人口増加率は2.9~3. 0 
％に高まっているという。
しかし人口密度は、1976
年当時の12人／kがから現
在17人／kがと増加した程
度で、広大な国土に比し
て未だ希薄であり、人口
増加が社会的な問題とな
ることはない。平均寿命
は男性48.3オ、女性51.2 
オ(1986年）である。

国土の東部及び北部地
域は2, 000m以上の山系で
覆われているが、西部及

図L 2 ラオスの行政区分(Province)
\-O 

び南部はメコン川沖積土の平坦地である。したがって国内の人口密集地、主要都市はいずれも夕
イ国境沿いの国土の西側に片寄って分布する。首 表L 1 ラオスの県(Province)別面積と人口(1988)
都はVientianeもメコン河畔の海抜170mの平地であ

＇ 

り、 人口は42万人(1988年）に達している。 この他、 県 名 面積(k記） ：人口（千人）

Luang Prabang、Savannaket、Pakseなどがラオス Phong Saly 16,270 134 

の主要な都市である。商工業部門の労慟人口吸収
Luang Namtha 9. 325 107 
Oudomxai 21. 190 275 

力が弱いため、 人口の都市集中度は15％と低く、ほ Bokeo 4,970 60 
Luang Prabang 16. 875 323 

とんどの国民は農村に居住する。ラオス各県の面 !louaphanh 16,500 230 
積と人口を表Llに、人口密度の分布状況を図L3に Sayabouri I I. 795 174 

Xieng Khouang 17,315 178 
示す。 中央部、 南部に人口が片寄って分布してい Vientiane 19,990 293 

ることが分かる。
Vientiane Muni. 3,920 416 
Borikhamxai 16,470 135 

3) 行政組織 Khammouane 16. 315 235 
Savannakhet 22, 080 603 

ラオスは現在の計画経済圏国家としての立場を Saravane 10,385 202 
少しずつ変更する方向にある。すなわち徐々にで Sekong 7,665 56 

Champasack 15,415 443 
はあるが自由経済圏の利点を取り込む方向で現在 Attopeu 10,320 76 
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図L 3 ラオス各県の人口密度

人口密度（人／kが）
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一

の行政組織を組替え、 資

本主義国との対応が容易

になる方法の導入を図っ

ている。 まだ上層部に限

られているが、 最近決ま

った新しい中央省庁の組

織は図L4に示したような

ものである。図には農林

省内の部局名、 農業局内

の試験研究機関及び林業

局内の技術・教育関係の

機関の試案段階の組織を

併示した。 なお農林省は

以前は農業・灌漑・組合

省と呼ばれていた。 省に

は5人の大臣補あるいは

副大臣を配置し、 官房、

経済・計画・財政・国際

協力局、 農業局、 畜産局、

協同組合・地域振興局、

人事局、 林業局、 気象・

理水局、 農業情報宣伝局

および農業機械局の10局

図 L4 ラオスの行政機構（中央省庁）

（試験研究訊閲のみ） （技術・牧育関係のみ）

晨業研究センタ ー

・種子培殖センタ ー

・樟物保護センタ ー

・種子センタ ー

(Savanakhc t, Champasak) 

・租試験場
・農業試験場
•国立栽培研究所

・環境保類事務所
・資涎経営事務所
. ff生生物水産事狂所
•森林保護事務所
・造林事務所

•高等林菜学校
•森林技術学校（全国で3校）
．訊綽センタ ー
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体制とな っ ている。 各局内の組織については現在検討が続いており、近々新しい組織が公表され
ると考えられる。

農業試験研究部門については図4の案が検討されているが、 森林 ・ 林業関係に関しては農業部
門と切り放すか、 あるいは農業部門の中に組み込むのか、素案を作る計画局長が他国の例を知り
たが っ ていた。 また水産部門については畜産局に入れるのか他の部局で扱うのかまだ未定である
ということであ っ た。 ともかく行政をスムーズに動かす組織形態はまだ十分定着した状況にはな
い。

一方、 ラオスの地方組織についても検討が加えられるはずであるが、 現在動いている地方組餓
は県単位に作られている。 県 の行政機構は図L5に示したような組織によ っ て動かされている。中

央省庁組織と同様、農林業関係を管轄する農業部について詳細を併示した。

3. 気候と土壌
1) 気候

図 L5 ラオスの地方組織（各県）

各地方（祁）対応組織

ラオスが位置するアジア大陸東南端のインドシナ半島では、 気温は亜熱帯または熱帯の条件に
あるとはいえ、 季節風の影響が大きく雨期と乾期が明瞭に認められる。 雨期はインド洋または南
シナ海から吹きつける南西季節風 、乾期は冬期にシベリアから吹きつける北東季節風によ っ ても

たらされるが、 乾期はさらに寒候期と酷暑期に区分され、 1年を3つの気候に区分することもで

きる。 インドシナ半島の季節風の概況と降水量分布については図 L6に示してある。
南西季節風は5月頃から徐々に始まり、 最初は南東 の風であるが、 6月以降10月まではほとん

ど南西の風で安定する。 この時期は海洋からの湿気を帯びた雲塊が絶えず降水をもたらす雨期で
ある。11月にはいると風は北東の季節風に変わり、大陸から冷たい乾いた風が吹き込み、 翌年の

4月まで乾期が続く。 ただし3~4月は気温が上昇するので、 乾燥、酷暑の気候となる。
ラオスの降水量はタイより多い。 メナム平野のバンコクの年平均降水量は1. 418mm(1953-1980) 

であるのに対して、 メコン河畔のVientianeでは1. 666mm(1951-1975)である。 ラオス国内各地の平
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均年間降水璽は概ね1. 500~2, 000 
mmの間にあるが、 トンキン高地、
安南山地といった標高800~2, 500 
mの中央から北部にかけての高
地では2, 000-3, 000mmと降水量は
多い。 一 方乾期の降水量は南シ
ナ海で 一時湿気を吸収した北東
季節風がベトナム中南部に雨を
もたらすものの、 ラオス国内に
到達する時は安南山地が障壁と
なってほとんど降雨をもたらさ
ない。 したがって降水重の75~
90％は5月～10月の雨期の半年に

降り、乾期の半年は年間の10~
25％の降水量に過ぎない。

北部のLuang Prabang、中央部
のVientianeの気温、降水量を図L

7、 8に示す。11月～4月まで
は乾期、 5月～10月までは雨期
で、乾期は気温が低下して12月
~ 1月が最も寒く、逆に雨期直
前の3月～4月に気温が急上昇
することが理解できる。

なおVientianeの気象条件につ
いて、1968---8 7年の観測平均値
をもとにさらに詳述すると次の

100" rs,.,• - 11·0・ 1 16o• rH9NA ^ HO. 

B
 

20· 

10·-V10・ 謬 r /J \O·-

100
・

冬 (12月~2月）の平均降水蓋

110· 
冬 (12月～ 2月）の季節風 笏笏山地 夏 (6 月 ～ 8月）の季面風

インドシナの季節風

巳コ 巨 賂 疇 羅 ー75mm以下 250以下 130-500 400-1300 1020-2030 1800-2800 

ィンドシナの降水屈

図L 6 インドシナ半島の季節風と降水量

ようになる。年平均気温は26. 5' 
Cであるが、最高気温は最寒月
(12月）で27. 9 ° C、最暖月(4月）で34. l'C、最低気温は最寒月で16. 7'C、最暖月(6月）で25. l'Cで
ある。冬も比較的暖かくこれまでの最低気温の極値は4. 7" Cであった。気温の日較差は1~2月に
11. 4·cと最大であるが、8月には6. o· Cと最小になり、夏には熱帯夜が続く。年平均湿度は72%。
月平均湿度及び月最低湿度は3月が最も低く64％と40%、8月が最も高く79％と64％である。年平均
蒸発量は4. 2mm／日で、3. 7mm／日（1月と8月）～5. 1mm／日（4月）の範囲にある。年平均風速は1. 7m 
/sec(l. 5-2. Om/sec)。日照時間は年間2,446時間、一日平均6. 7時間である。日平均日照時間は
12月、1月が最も高く8. 3時間、8月が最も低く4. 3時間である。年間降水量は1. 608mm、 1 2月が
3mmと最も少なく、 8月が302mmと最も多い。年間の降雨日数は118日で、月別にみると8月の21日
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図 L 7 Luang Prabangの 月 別 気 温 と 降水量
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に 対 し て 、 1 2 月 、 1 月 は わ ず か 1 日 の 降 雨 日 数 で あ る 。

ま た 1 9 8 6 年 1 月 ～ 1 9 8 8 年 1 2 月 ま で に 、 メ コ ン 沿 岸 の L uang P r ab an g 、 V i en t i ane 、 S avannakhe t 、

P ak s e の 各都市 で 観 測 さ れ た 、

水位 m
1 6  

4

2

0

 

��
 

メ コ ン 川 の 月 別水 位 を 図 L 9 に 示す 。 メ コ ン は ラ オ ス の 母 な る 川 で あ
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図 L 9 ラ オ ス 各地 に お け る メ コ ン 川 の 月 別水位 （ 上段 ： 屈高水位． 下段 ： 屈低水 位）
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り 、 稲 作 農 業 の 生 命線と言 え る も の で あ る 。 乾期 の 渇 水期 には北部 の L u ang P r abangで は 3m以上 の

水 位 が保 た れ て い る も の の 、 V i en t i ane 、 S a v ann akhe t 、 P a k s eな ど 中 ・ 南 部 の 地 域 で は水位 が lm以

下 に 低下 す る 。 特 にS avann akhe t で は ほ と ん ど 水 が な く な る 。 一方 雨 期 には水 位 が 6 ~ l Om ま で 上

昇し、 時 に 堤 防 を越 え て 氾濫す る こ と も あ る 。 メ コ ン 沿岸各都市 の 限 界 （洪水警戒） 水 位はL u an g

Prabangで 1 8 . 00m 、 V i en t i aneで 1 1 . 50m 、 S av a nna kh et で 1 3 . O Om 、 P a k s eで 1 2 . O O m で あ り 、 こ れ以上

増 水 する と 洪水 に な る 。 L uang P r abang で は 洪水 の 被害 は ほ と ん ど起 こ っ ていな い が 、 1 9 7 8 年 8 月 、

1 9 80年 9 月 には V i en t i ane 、 S avannakhet 、 P a k s e の 各 都市 で 限 界水位を超 え て 増 水 し水害 が 発生し

た 。

2 ) 土壌

ラ オ ス の 土壌 は 一 般に、

①肥沃度 が 低 く 、 酸性土壌 で あ る (pH 4. 5 -- 5. 8 ) 。

② 溶 脱 が 激 し い 。

③ エ ロ ー ジ ョ ン が起 こ り や すい。 特に雨 期 の 始 ま り の 土壌侵食 が著 しい。

と い っ た 問 題 があ り 、 こ れを解決しない限 り 生産 性 の 高い農地開 発 は 望 め ない。

ラ オ ス の 国土面積は 2 , 3 70万h a で あ る が 、 1 9 8 6 年 の FAO の 資 料によ る と 、 そ の う ち 鹿 耕 地 に8 6 万

h a 、 草 地 に8 0 万 h a が利 用 さ れて い る だ け で あ る 。 した が っ て残 り の 2 , 2 00万ha 、 国 土面積 の 9 3 ％は

森林、 荒廃地を 含 む 未利 用 地 で あ る 。 ラ オ ス 側 の 見積 り で は 、 現在 3 50~ 400万h a が開 発 可能地域

と さ れ て お り 、 う ち 膜 耕 地 が 1 5 0 ~ 2 00万 h a で 、 残 り が 草地 と し て 開 発 で き る と の こ と で あ る 。 こ

れ を 地 域 的 にみ る と 、 北部地域 は 2 4 万 h a と 最 も少 な く 、 中 央部 ～ 南 部 の Bo l even高 原 、 N a l a i 高地

な ど 高原地域 で 1 10万ha 、 メ コ ン 河畔 の 平野部 で 2 10万 h a と な っ て い る 。 しか し こ の よ う な 開 発 可

能地域 は い ず れ も前述 の 土壌 の 問 題を抱 え て い る 。
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II 農業事情

l .  土 地 利 用 状況

ラ オ ス は 国土面積 2 3 . 7 万 km2 ( 2 ,  3 6 8 万ha) で あ る 。 国 土 の 利 用 状 況 に 関 し て 、 今回 ラ オ ス 側 か ら

入手 で き た の は 1 9 8 1年 の 資料 で あ っ た 。 そ れ に よ る と 、 農耕地 ( c u l t i va t ed l and)  1 6 4 .  2 万h a 、 森

林 (fores t ) 1 2 0 0 万ha 、 樹 園

地 ( f arm wood l and) 6 0 0 万

ha 、 建物 · 道路 ( cons t r u

c t i on) l 5 0 万h a 、 そ の 他

(ot her s ) 2 5 3 . 8 万ha と な っ

て い る （ 図 L l O ) 。 一方 FAO

の 資料 に よ る と 、 1 9 8 6 年

の ラ オ ス の 土地利用状況

は 、 農 耕 地 8 8 万ha （ 全 国 土

の 3 . 8 % ） 、 森林 1 3 2 0 万 ha (

同 5 5 . 7 % ） 、 草 地 8 0 万 ha （ 同

3 .  4% ） と な っ て い る 。 両者

の 数 値 を そ の ま ま 比較す

る と 、 1 9 8 1 - 8 6 年 の 過去

5 年 間 に 、 森林 が 1 0％増 え

逆 に 農耕 地 が 4 6 ％ も 減少 し

建物． 道路 6.  

樹固1也 25 . 3 ¾ ,. 

そ(J）

---鴫-------— 

6. 9% 

ヽ•‘‘ ヽ

、 `

\

.
\
 

ヽ

/mF 'i ll .  7 芯

／
ー／

＇

た こ と に な る が 、 こ れ は

全 く 現 実 的 で は な い 。 こ こ 5 年 間 で 、 森林 の 急増 や 農 耕 地 の 急減 が 起 こ っ た と は 考 え ら れ ず 、 む

し ろ 実態 は 反対 の 方 向 に 動 い て い る か ら で あ る 。 ア ジ ア 年鑑 に は 、 ラ オ ス で か っ て は 国土 の 6 8 ％ を

占 め て い た 森林地帯 は 、 焼畑農業 に よ っ て 毎 年 2 0 万h a が 破壊 さ れ つ つ あ り 、 現在 の 森林面積 は 1 1

0 0 万ha 、 4 7 ％ に ま で低下 し た と の 記述 も あ る 。 し た が っ て 土地利 用 状況 に 関 す る 正確 な 情報 は 不 明

で あ る 。

図 L 1 0  ラ オ ス の 土地利 用 状 況 ( 1 9 8 1 年 、 ラ オ ス 農 業 統 計 1 98 4年版 に よ る ）

2 . 農業生産

1 ) 最近 の 食料事情

ラ オ ス 側 の 資料 に よ る と 、 ラ オ ス 人民民主共和 国 の 成立以前 は 、 食料 の 多 く は 輸入 さ れ て い た

と い う 。 例 え ば 1 9 6 9 年 に は 米 1 1 . 5 万 t 、 肉類及 び 魚類 1 . 8 0 0  t 、 野 菜 ・ 果実 5 , O O O t 、 金額 に し て 1 千

万US＄ の 輸入 で あ っ た 。 し か し 1 9 7 5 年 の 革命政府成立後 、 干 ば つ や 洪水 な ど 数 多 く の 天 災 に 遭遇 し

な が ら も ラ オ ス 国 民 は 苦難 に 耐 え 増産 に 努 力 し た 。 そ し て つ い に 1 9 8 1年以降 は 稲 の 生産量 は 年 間

1 0 0 万 t を 越 え る よ う に な っ た 。

現在主食 と な っ て い る 稲 の 国 内生産力 は 平 年作 で 1 4 2 万 t と 言 わ れ て い る 。 し た が っ て 干 ば つ や
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洪水 な ど異常気象 ・ 天 災に見舞 わ れ ない限り、国 民の食料需要を充分満た し得 る 。 政府は1990年
ま でに稲の生産量を180万tとする 目標を示したが、稲 作は安定 してい る とはいえ な い。 例 え ば19

88年は南部の米 どころが干 ばつ に見舞 わ れ、 目 標の160万tに対 し103万tの実績 しか挙 げられなか

った。 1986年が145 万tで平年並みであるのに対 して、1987年も123万tであったから、2年続きの
大幅 な 落込み である。 政府は1989年端境期の米不 足を37. 5 万tと見 込 ん で、各国に援助を求 めたが、
反応は鈍か っ た。 その結 果1988年の イ ン フ レ 率は11％であったにもかか わらず、南部のSavannakh

etでは88年 当 初 1 kg当り60キ ッ プの米価が89年初 め には140キ ッ プ ま で上昇 した。

2 ) 作物の種類別 耕地面積と収量
1986年の農耕地面積は71. 8万haとなって お り、 作付面積では穀類が圧 倒 的 に 多く、68. 0万ha、

農 耕地面積全体の94. 7％を 占 め る 。 穀物の種類別 に 栽培面積と農耕地全体 に 占 め る 比率 を 見 る と、
稲は64. 2万haで89. 3%、 ト ゥ モ ロ コ シは3.0万haで4. 1%、サ ツ マ イ モ ・ キ ャ ッ サ バは0. 87万 haで1.
2％と な っ ている。 穀類に次いで工芸作物の栽培面 積が多い。 (3. 1万haで4. 3%）。 工芸作物を 1 年生
と永年性に分けて栽培面積と 占有率を 見 る と、 1 年生工芸作物 （ タ バ コ 、綿、サ ト ウ キ ビ、緑 豆 そ
の他 の 豆類）は1. 77万ha、2. 5%、永年性工芸作物 （ コ ー ヒ ー、茶）は1. 3 3万ha、1. 8沿とな っ ている。
工芸作物 の う ち コ ー ヒ ー、 タ バ コ は輸 出 用の換金作物として外貨獲得に重要な役割を担 う 。
一方 、 園芸作物の栽培面積と そ の 占 有 率は、果樹は0. 46万ha、0. 6%、野 菜は0. 2 7 万 ha、0. 4％ に過

ぎず、果樹、野菜等の園芸作物の地位は き わ めて低い 。

農作物の作付面積と収穫量 の 推 移 を 各 々 図 Ll l 、図L12 に 示 し た 。 197 6年以降1988年まで、農作

1976-
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図 L 1 1  農作物の作付面積推移 ( 1979 - 88年 ）
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。 500 ! ,  000 
農作物の種類別収穫量 ( ! OOO t )

回 稲 図 ト ウモロコシ

図 L 1 2  

図 暉＋キャ ッ サバ . マ メ 類 図 野菜

農 作 物 の 収穫量の 推 移 ( 1 979 - 88年 ）

1 .  500  

□ サ ト ウキ ビ

2 . ,000 

置 騨

物の作 付 面 積 は60~80万 haの 間を推移 し 、

90万tから現在 は 150万tまで上昇した。 ま た 、 農作物の種類別 作 付 面 積 割 合を1976-79年当 時 （図L
さ ほ ど 増 大 していない。 しかし収穫量は1976年当 時の

1 3) と1988年 （図L14)で 比較した。 1976-79年には稲が農耕地全体の90. 5％を 占め て いたが 、 1988年

には80. 9％まで低下し 、 それに変 わって ト ゥ モ ロ コ シ、 サ ツ マイ モ 等の食用作物 あ るいはタ バ コ 、

コ ー ヒ ー な どの工芸作物の栽培面積が増 大し て いる。 稲 一 辺倒から次第に作 目 の多様 化が進 んで

いる こ とが理解 さ れ る 。

し か し な がら、 ラオスの農業 は依然として水稲 あるいは陸稲のモ ノ カ ル チ ュ アー 的様相を示し

ている こ とに変 わりはない。 稲に続く穀類は ト ウ モ ロ コ シのみで あり、 小麦な どの麦類生産は ほ

とん ど行わ れていない。 1986年の国内の穀物生産 置は稲が145万t（水稲 1 1 1万t 、 陸稲34万t) 、 ト ウ

モ ロ コ シが 4万tの計 149万tで、 一人当り年間370kgの穀物生産量であった。 こ の数字はア ジアの

他の後 発 開発途上国 (LDC)諸国の穀類生産董（米 、 小麦 、 ト ゥ モロコ シ、 雑穀の総生産董）と比較 す

ると、 例 え ば プータ ンの138kg 、 ネ パー ル の 2 33kg 、 ア フ ガ ニスタ ン の240kg 、 バ ン グラ デ ィ シ ュ 2

56kgを はるかに凌 ぎ 、 日 本の350kgに近い。 ただし 1986年以降稲の国内生産量は、 1987年 123万t 、

1988年103万tと 2 年続きの干ばつで 漸減傾 向にあるのは前述のとおりであ る。

ラ オ スの農業は稲 作 で 代表することができる。 そ こ で 、 稲 の 単収を他のアジア諸国と比較 して

みたのが図L15で あ る。 ラオスの稲の単収は2 , 32 3 kg/haで近隣の カ ンボ ジア、 プ ル ネ イより高 くタ

ィ 、 ィ ン ド 、 ネ パール 、 プ ータ ン 、 バ ン グラ デ ィ シと ほ ぼ 同じ レベルである。 スリ ラン カ 、 イン

ド ネ シア、 さらに は そ の上位に位置する 日 本 、 韓 国と並 ぶためにはなお一 層の生産性 向 上の努力
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図 L 13 1976 -79年 当 時の農 作物の種類別作付面積割合

I .  19 . 09 2. 4l00JI5 

□ 稲

図 ト ウモロコシ
図 暉＋キャ ッサバ
圃 野菜 豆類
翠 タバコ

□ 棉

園 コ ー ヒ ー

□ その他の工芸｛竹勿

■ 麟

90. 9% 

図 L 14  1 988年の農作物の種類別 作 付而積割合

が必要で あ る。
また ラ オ ス では畜産の振興 も 図られ て い る 。政 府は家畜衛生管理技術 、 医薬 品の導入等の施策

に よる畜産 経 営の近代化 を 図 っ て き たが 、 家畜生 産の ほとん どは未 だに小規模の家族労働 に よ る
飼育 が実情である。国内の家畜飼育頭羽数につ い てみると 、 土地利用 状況と同様 、 出 所に よ っ て
異 なる数値 が発表されている。1986年のFAO統計 では、 水 牛 151. 6 万 頭 、 牛59. 3万頭 、 羊 ・ 山羊7 .
4万 頭、 家禽 6 79. 8万羽 と な っ て おり、 同年の ラ オ ス 側数値とは4~54％の差が あ る。しかし い ず れ
に し ても197 6 年 当時と比較 し て 、 近年家畜 の 頭羽 数が増加 している の はま ち がいな
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3 .  農業 政 策

1 ) 第 2 次経済 発 展 5 カ 年 計 画 (1 9 8 6 - 9 0 年 ）

前 述 の よ う に 、 ラ オ ス の 人 口 は 3 9 4 万 人

(1 9 8 8 年 ） で あ る が 、 農 業 人 口 は 3 1 0 万 人 で 総

人 口 の 7 8％ を 占 め て い る 。 ま た 農業 生 産 額 も

GDP の 6 5 ％を 占 め て お り 、 し た が っ て 農 業 は

ラ オ ス の 基 幹 産 業 で あ る 。 し か し 農 業 生 産
活 動 は 、 そ の 多 く が 小規模 な 農家 の 自 給 生

産 の 域 に と ど ま っ て お り 、 主 要 作 物 の 稲 の

栽培 も 天水 依 存 の 一 期 作 で 生産 効 率 は 低 い 。
か か る 状況 か ら 、 ラ オ ス 政 府 は 農業 及 び

林業 の 健全 な 発 展 を 国 の 最重 点 政 策 の 一 つ

に 位 置づけ、 国 家 の 産業振興 と 国 民 の 食 料

確保 のた め 、 198 6 年 1 1 月 の ラ オ ス 人民 革 命

党第4 回大会 で 以下 の 2 点 を 決定 し た 。

① 国民の食 料 を 確 保 し 、 食 用 作物 増 産

のた めの プロジ ェ ク ト を 開始す る 。

② 焼畑 農業を制 限 ま たは停 止 し、環境保護を行う。

この国是は第 2 次経済社会発展5カ年計 画 (19 8 6--90年） に 盛 り 込 ま れ 、 現在進行 中 で あ る 。 5

カ年計画は、食料増 産、農業生産構造の改革、農 産加 工原料 、 輸出商 品 と して の 農林業振興 を 目

的と し て お り、それ を 遂行す るための具体的 な 生 産 目 標 を 列 挙す る と 次 の よ う で あ る 。
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① 90年の食料生産は85年比 4 0 ~ 45％増で2 0 0 -- 220 万tとする。 う ち 籾は17 0 ~180 万tで85年比 2
9％増、 一 人 当 り も み 生産量は85年比 1 0％増の4 3 0 kgとする。

② 工芸作物につ いては 、 輸 出と国 内加工業向 けに コ ー ヒ ー 、 カ ル ダ モ ン、 タ バ コ 、茶、サ ト
ウ キ ビ 、 緑 豆 、 大豆 、 ジ ュ ー ト 、 う る しな ど の 栽 培に努力 する。90年 の 対8 5年比増加率 は、 コ ー

ヒ ー 90%、 緑豆3倍 、 タ バ コ 4. 4倍 、 落花生90 ％が 目 標である。
③ 畜産の振興に努力する。90年の牛の頭数 は 85年比27％増 、 豚 36％増 、 家禽 50％増を 目 標とする。
④ 90年の農業総生産額は85年比60％増とす る 。各年の平均増加率は9. 8％である。

⑤ 林 業につ いては 、 資 源の合 理 的 開 発を計画 し、 森林を破壊 から守ると同時に、 木材の伐採、
加工業 を 促進する。90年の木材生産は50 万がで8 5年比の 2 倍 、 加工材は18%、合板は75％増を 目標
とする。

2) 5 カ 年計画 実現のた めの具体 的 措 置
前記の ごとく、 ラ オ ス の農林業政策の基本は 、 ① 国 民の食料確保のた めの農業開発計画と、 ②

焼畑 農業の制 限 ・ 森林保護となっている。 こ の基 本政策実現のた めの具体 的 活動は 、 (A) 生産基
盤の整 備 、 （B ) 農 家教育と生産体制の強化 、 (C) 生産 資材等の資本投下 、 (D) 政策的な動 機 づ け
の4つの点から進 められて いる。

(A ) 生産基盤の整備
政府は国 家財政全体の18％ を 農林業関係の基盤整備予算として割り当てて いる。基盤整 備 予 算の

各 部門別配分状況 は 、 作物8%、 畜産 27% 、 灌漑 と 気象 38% 、 林業 1 4%、 そ して教育 ・ 研修5％となっ て
い る 。

(1) 農業関係の試験研究機関の整備
農業 関 係の試験研究機関の整備は、 国 家予 算と 並行 して、 国際機関からの資金 ・ 技術援助を仰

ぐ 形で進 められて いる。 こ れまで に 整 備 ・ 拡 充された 試験場、 農場の主なものをあ げると以下の
よ う である。

① Salakham農業試験場の研究体制強化。Sa lakham農業試験場は水稲研究の セ ン タ ー である。こ
こ で は水稲の在来種と導入種の交配 、 種子増 殖 セ ン タ ー に 配布する原種の生産や 栽培 試験を行 っ
て いる。 組織強化では国 際機関のFAO 、 メ コ ン 委 員 会 、 I RR ! 等から技術援助 ・ 協力 を 得た。

② Hat Dok Keo農業試験場の研究体制強化。Ha t Dok Keo農業試験場は畑 作物研究の セ ン タ ー で
ある。こ こ では ト ウ モ ロ コ シのペ ト 病抵抗性 品種 、 Hatdokkeo 4の育成に成功 し た ほか、 ト ウ モ ロ
コ シ及び豆 類の原種の生産、 果樹 の 苗木育成も行って いる。国際機関ではFAO、 メ コ ン 委 員 会 か ら
技術援助 を 受 けて いる。

③ メ コ ン 委員 会の援助で種子増殖場をSavannakhet(Thasamo)とChampasack(Phone Garn)に創設 し
た。 そ れ ぞ れ 国 内 中 央部、 南部地域を対象 に 、 稲 、 ト ウ モ ロ コ シ 、 豆類の種子増殖 を 進 めている。

④Naphok農業試験場 に 種子増殖 セ ン タ ー を 創設 し た 。UNDP と 世界銀行か ら 融 資を受 け 、 世 界 銀
行 からの資金は稲と ト ウ モ ロ コ シ の 種子増殖に充 当さ れて いる。

⑤ Dong Dok農業試験場に 、 FAOと ソ 連の援助 で土壌実験室 を 創設 した。国 内各地の農 耕 地の土壌
調査 、 分析 を 行って いる。また有機質肥料に よ る 土壌 改良試験 も 実施している。
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(2) 農村地域の総合開発 プロジ ェ ク ト
山 間地を中心に、 農村地域の総 合 開 発 プロ ジ ェ ク ト がUNDPとNGOSの資金援助で進め ら れている。

プロ ジ ェ ク ト 名 と開発地域は以下のとおりである。

① 開 発 プロ ジ ェ ク ト ：Khamkeut-Phat hong地域
②農村総合開 発 プ ロ ジ ェ ク ト ： Muong Hom地域(Lao/86/00 3) 

③農村総合開発 プロ ジ ェ ク ト ： Dok Chung Sekong地 域 (Lao/86/015)
④ 山 岳 地農村総合開発プロ ジ ェ ク ト ： 山 岳地(Lao/89/550)
⑤農村総 合開発 プロジ ェ ク ト ： Muang Nong 地 域(Savannakhet)
⑥ Luang Prabangの分水域管理 プロ ジ ェ ク ト ： Luang Prabang 

農村総合開発 プロジ ェ ク ト の 目 的は、 焼畑農業 を や めさせて環境保護を図ると共に、 山 間地の

農民に 安定 的な生産手段 を 確保させる こ とであり 、 食 料 自 給さらには過剰農産物の市場 供給にま

で レ ベ ルア ッ プを め ざしている。 そのため開 発 プロ ジ ェ ク ト 地域には、 ダム、灌漑施設を配置し、

水 田 開 発 の基盤整備 や 果樹等の永年作物または換 金作 物の植栽が進 められている。
さらに は、小規模農家を対象とした研修 セ ンターや 、 保育 園、 病院、道路、精米場な ども建設

されて い る。 予備調査の結 果は上 々 であり、 現在 計画の第 2 、 第3段階に至っている。これまで
に山 間 地を移動する数百家族が新たに開発された プロ ジ ェ ク ト 地域に定着した。

(B) 農民教育と生産体制 の 強化

食料 増産のた め には農民の技術 向上が必 須 であ り 、 技 術の橋 渡しとして普及員の果たす役割も
大 き い。 農林行政につ いては、中央から県、 郡 、 村、 部落 へのラ イ ンの組織作りがで き ている。

政府は農・林専門学校 を 通 じ て農業技術士の育成 に 努 めており、海外への留 学も積極 的 に進め て

き た。 したがって現在は 1 県当り4~5名の農業 技術士が配置で き る よ うになった。 国 内の稲 作
を安定化させるため 、 雨期、 乾期にかかわらず毎年農業省から各県 に 技術士 が派遣 さ れる。 こ れ
ま では技術士の直接指導 が中心であ っ たが、 農家 自 身の考えで水稲管理を行い必要に応じて技術
士にア ド バ イ スを求 めるという試 みも最近行われている。地域 的には特に ピ エ ン チ ャン特別 区の

集約的 稲 作栽培 で 多 くの普及員が活躍してお り 、 1989年には灌漑水稲でha当 り 7tの収量 をあ げた

例 も あ る 。

そ の他生産体制の強化としては、農家に営農資 金の貸付を行 う 方法も取られている。 ビ エ ン チ

ャン特別 区の銀行では こ れまでに 1 億 6 千5百万 キ ッ プの貸付実績を上 げている。 こ う いった資

金援助による生産体制強化も、 こ れまでの共同農場から個 々 の農家に重点 を 移 そうとする農業政
策の変換 を 象徴 し てい る 。

(C) 生産資 材 等の 資本投下

農業 の 生産力増 強を図るには 、 ト ラ ク ター、 肥 料、農薬 、 噴霧器 、 精米場 、 籾 摺 機 、 ボン プ 、

種子 な ど 多 くの生産資材が必要であり、またその適正 な 使い方を農家に 指導する必要もある。 こ

のよ う に アウ ト プ ッ ト である生産量の大 幅 増 大にはイン プ ッ ト の強化が必要である と いう認識の

深 ま りは、近年農業生産 資材を扱って農家に供給する 公社 や 私企業が急増している こ とでも具体
的 に 現 れており、 過去とは大 き な隔たりが あ る。
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現在政府は 、 世界銀行、ADB 、 ! FADからの貸付と、UNDP、FAO 、 日本政 府 、 NGOS （非政府組織のC
I DSE、MENNON I TE 、 QUAKERなど） の協力とを 得て、 多 く の生産資材を 輸入 して いる。最近の肥料の
輸入量は 、 5、 O O Ot/年 、 農薬の輸入量は l O Oti年に ま で増大 し た。ただ し 肥料 や 農薬の使用は 未 だ
平原地域に 限定さ れて おり、 山間地 ま では普及が進んでいない。

(D) 政策的な動機付け
ラ オ ス 政府は農家の生産意欲を 高揚さ せ る 動 機 付けとして、 新 し い政策を 採用 し た。その内容

は下記の通りであ る 。
( 1 ) 農業税 （課徴金）
① 水稲
Grade I : 生産力が3, 501 kg/ha以上の水 田では 、 1 40kg/ha/年の税率
Grade II : 生産力 が3, 001 ~3, 500kg/haの水 田では、 120kg/ha/年の税率
Grade m : 生 産力が2, 501 ~ 3, O O O kg/haの水 田では、 l O O kg/ha/年の税率
Grade N : 生産力が2, 500kg/ha以下の水 田では 、 80kg/ha/年の税率
② 陸稲
Grade I : 焼畑 農業 に よ る陸稲栽培 では、 50kg/ha/年の税 率
Grade II : テ ラ ス 状耕地の定着型陸稲栽培では 、 30kg/ha/年の税率

③ 換 金作物、果樹 その他の作物
コ ー ヒ ー 、 タ バ コ では収入（生産物価格） の 5％の税率
果樹、その他の作物では 、 生産物を販売 して得た収入の3災の税率
④ 畜産物
可販家畜 (commercial l ivestock 、 牛 、 水牛 な ど） を 販売 した場 合 、 販売行為が行 わ れた場所 、

時 間の価 格に対 して5％の税率
(2) 価格政 策
1987 年半 ば 、 政府は市場 自 由 価格制度を 採 用 し た。 したがって 、 政策 ・ 戦略上特別措置の対象

となる農産物を 除いて、 行政 サ イ ド から公 定 価 格 を指 示するなどの干渉はいっさ い行 わ れない。
(3) 食料 品の流通 に 関する政策
農業生産意欲を向上さ せる動機付け と して最も効果的な措 置は 、 流通の 自 由 化 、 すなわ ち 生産

物の移動 、 販売 、 そ してその結果もた ら さ れる収益 を 生産者 自 身 が享受で き る こ とであ る 。従 来
と異なり、 ラ オ ス では現在私企業 が 国 内 で農 産物 を 含 む 商 品を 数量の制 限な し に 睛入 し 、さ らに
販売する こ とが法的に認 められ る よ う に なった。 こ の こ とが農業を含 む 経 済の活性化の原動 力に
なりつつ あり、流通改革の効 果は次第 に 認 め られ つつ ある。

今後の ラ オ ス 農業の発展を図る 上で 、 以下の問 題点が未解 決で残っている。
①農業技術開 発 、 生産基盤の整備が進 められてい る とはい え 、 その対象は平原地域の 3 ~ 4の

県に限定さ れてい る 。北部の山岳地帯などの農業開発を 進 める上で、 温帯作物の栽培 や 畜産など、
輸 出 を 目 的 と し た 農業振興 を図り 、 そ の 実現 に 向 けて模範牧場等 を 設 置す る 必要 があ る 。

②多くの県で農業技術者 が不足 して いる。農業技術者の多 く は農業省の 中枢 で 働き 、 ま たは都
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市 に 住 む こ とを 希 望 し て い る ので 、 中 央 と 地 方と の 人 員 配 置 の ア ン バラ ン ス が大き い 。
③ 多 く の 県は 、 試験研 究の成果の恩恵に 浴 して い な い 。 こ れは普及組織の欠 陥 による も ので あ

る。 例 え ば優良品種 の 栽培は、 灌祇施設 の あ る 一 部地 域 に 限 ら れて い る 。
④鹿家 の 農薬の使用法に問 題があ る 。 例 え ば国 際的 に禁止されて いるDDTのような膜薬 が輸入さ

れてお り 、 一 般商品と同じ棚で陳列 、 販売されて い る 。 農薬の使用 基準につ いては行政的な規制
が必要であ る 。

⑤農家 が必要としている時期に、 生産資材が手 に入らない。 肥料は地域の需 要を考 慮せずに買

付けられ、 成分の保証について も取締りが無 い。

⑥ 土 壌 侵食 ・ 耕地破壊の実態を把握し 、 解 決する手 段を構ずる必要がある。 地域に よ っ て は毎
年洪水に よ っ て5~l O haの耕地が破壊されたり、 砂 に 埋 ま っ たりして いる。
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m 各 作 物 別 の 生産 状 況 と 研究成果

1 .  稲 の 生産 状 況

ラ オ ス で は 全 て の 国民が米 を 主食 と し て お り 、 1 日 当 り カ ロ リ ー 摂取童 の 8 0 ぢ は米 に 依存 す る 。

稲 の 栽培面積 は 全 耕 地面稜 の 9 割近 く を 占 め 、 ほ ぽ全 蔑 家 が栽培 に 関与 す る 重要 な 作物 で あ る 。

過去 1 0年 間 の 稲 の 収稜薩 の 推移 を 図 L 2 1 に 示 す 。 1 9 7 6 ---- 7 9 年 当 時 7 0 万 t で あ っ た 収稜童 も 1 9 8 0年
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稲 の 収穫量 ( 1 , O O O t )  

□ 雨期作水稲 □ 乾期（乍水稲 （ 湛慨 ） 図 焼きt1B陸稲

以 降 1 0 0 万 t の 大 台 に 乗 っ た 。

年 次 に よ っ て 1 0 0 --- 1 5 0 万 t と 変動 が

大 き い 。 こ れ は 天水依存 の 雨期稲作

の 宿 命 と 云 え る も の で あ り 、 一 度干

ば つ と な る と 即 減収 に つ な が り か ね

な い 不安 定要 因 を 抱 え て い る 。

ラ オ ス 各 県 の 土 地面 積 に 占 め る 稲作

ま た

面稜 の 割 合 を 表L 2 に 示 し た 。 V i en t i ­

a n e特別 区 の 稲作面積率 は 9 . 4 ％ と 高 い

が 、 概ね 各 県 と も 1 ~ 3 ％ の 範 囲 に あ る 。

さ ら に 各 県別 に 、 稲 の 生産茸 と 消 費

童 （ 県民一 人 当 り の 生産 置 ） を 図 L 2 2 に

示 し た 。 Ch ampa s a ck ,  S a v anna kh e t ,  

V i en t i an e と い っ た 県で生産菰 、 消 費

垣 と も に 多 く 、

図 L 2 1  

し か し

こ れ に 対 し て S ekon g

過去 1 0年 間 の ラ オ ス の 稲 収穫量 の 推移

表 L 2 県(Province)別土地面積 と 稲作面積 0 988 )

Bk
s
s
s
cl

A 

県 土地面積km 2 稲作面積km' 焼畑稲作面積（ 内 数

hong Sal y 1 6 , 270  22 1  ( 1 . 4%） ・ 1 75 ( 79%） ・ ・

uang Nam tha 9, 325 1 6 1  ( I .  7 )  1 2 0  ( 75 )  
Jdomxay 2 1 .  1 9 0  4 5 9  ( 2 .  2 )  3 67  ( 8 0 )  
)keo 4 . 970 93  ( I .  9 )  5 7  ( 6 1 )  
1ang Prabang 1 6 . 875 400 (2 . 4 )  3 1 8  ( 8 0 )  
>uaphanh 1 6 , 5 0 0  4 5 1  ( 2 . 7 )  38 0 ( 8 4 )  
1yabouri  I I .  795  229 ( 1 . 9 )  1 3 4  ( 5 9 )  
eng Khouang I 7, 3 1 5  1 95 ( I .  I )  8 7  ( 4 5 )  
ent iane 1 9 . 9 9 0  4 1 3  ( 2 .  I )  1 2 0  (29 ) 
en t i ane lluni . 3 . 9 2 0  367 ( 9 . 4 )  4 ( I )  
1 r ikhamxay 1 6 . 470  229 ( 1 . 4 )  1 1 0  ( 4 8 )  
ammouane 1 6 . 3 1 5  2 2 1  ( 1 . 4 )  1 6  ( 7 )  
vannakhet 22, 0 8 0  6 9 0  ( 3 .  I )  8 9  ( 1 3 )  
ravane I O , 385  347  ( 3 . 3 )  3 1  ( 9 )  
kong 7, 665  64  ( 0 . 8 )  5 4  ( 8 4 )  
ampasack 1 5 , 4 1 5  3 0 1  ( 2 . 0 )  5 3  ( 1 8 )  
topeu 1 0 , 320  1 1 0 ( I . I )  2 1  ( 1 9 ) 

・ ： 県土地面積 当 り

‘,/
 

． ． ： 稲作面積当 り
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や 北 部 、 東北部 の 諸 県 で は 生

産 量 、 消 費 量と も に 少な い 。

稲 作 の 栽培面積 は 例 年 60万

h a を 前後 し て いるが 、 そ の う

ち お およそ 水稲 が 6 割、 陸稲

が 4 割 を 占 め る 。 陸稲 は 北部 、

東北部 を 中 心と し た 焼 畑 で 栽

培 さ れ て お り 、 こ れ ら の 地域

で は 焼畑 稲 作率 が 7 5 ％を越 える

と こ ろ が ほ と ん ど で あ る （ 図

L 2 3 ) 。 1 9 8 7 年 の 平均単収 は、

雨期作水稲 2 . 5 8 t/ha 、 乾期作

水稲 2 . 7 7 t/ha 、 陸稲 1 . 30t/ha 

で あ り 、 各 作型 の 生産置 は そ

れ ぞ れ、 9 3 .  2 万 t 、 2 . 8 万 t 、

3 1 .  5 万 t 、 合計 1 2 7 . 5 万 t で あ

っ た 。 つ ま り 陸稲 は 栽培面積

は 4 割 と 大 き いが き わ め て 低

収 で あ り 、 そ れと は 反対 に 乾

期 に お け る 灌漑水 田 は わ ず か

1 万 h aで あ る が そ の 収量水準

は 高い こ と が 明 ら か で あ る 。

し か し 現実 の 稲 作 は ほとん ど

が灌漑施設を持 た ない天水依

存 の 雨期 作栽培 が主力とな っ

て いるた め 、 収量 は 天候 に 大

き く 左右 さ れ や すい。 こ の こ

と は 既述 の よ う に 1 9 8 7 、 8 8 年

と 2 年連続 し た干 ば つ の 被害

で 、 生 産量 が 100万 t 近 く ま で

落 ち 込 ん だ こ と に 如 実 に 示 さ

れ て い る 。

2 .  稲 に 関 する試験研究成果

稲 の 試験研究 の 現状と成果

に つい て 、 サ ラ カ ム 農業試験
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□ 四泣 園 暉星

図 L 22 ラオス各 県の稲の生産最 と 消 費覇（県 民一人 当 り 生産 最 ）
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場の1975---88年 ま での デ ー タ を 紹 介 し な がら、そ の概 況 を 述 べる。
1) 品 種の選定と適応性 の 検 定
(1) 在 来稲 品 種の特性解明
施肥量をNPKで30-30-0kg/haと した条件 で、収量に対する反応を86品種 で比較 し た。86品種中3

0品種が3-4t/haの収量水準に達 し、高収性品 種と して 認 められた。 こ れらの品種を 日長に感応す
るか否か、あるいはモ チ 米 か ウ ル チ 米かで分類すると以下の 3 群に な る。

① 日 長に感応するモ チ 米品 種 ： Sanpatong, Do Nangnouane,  Manh Pet, Kh i Tom Nha i . K hao 
Nhay, Homphama, Y T i a, Y Kha o ,  Mehang, Pong Xeng, Phoua M ia, Y Loub, Y Mo un, Fe uang-L 

e uang, Meto, Phonexang, Palad K hao Daw kmai . I nh Tok  Hom (19品種 ） 。
② 日 長に感応する ウ ル チ 米品種 ： Khao C hao , Khao Dok Ma l i 105 ,  Chao Saveu i ( 3 品種 ） 。
③ 日 長に感応しない、 したがって乾期の 栽培に 向く品種 ： Do Gnouan, Homthong, Do Lay , D 

o Deng, Pong Ev ,  Deng Hom, Mak Gnom, Makagneng ( 8品種） 。
この他に日長に感応する在 来 品 種としてC hao Leb-nok があり、またChampasack県の高標高地で

はMak Fai khaが 3 . St/haの収量 レ ベ ルに達する品 種 と して広 く 栽培さ れている。同 県 では こ の ほか
St/haの潜在収量があるMak H i ngや 、 葉が直立 し 頴が大 き くて短禅の理想的草姿を持 つ Xoum Phou  
も栽培さ れている。

Bor i 揺alfay 県で広く栽培さ れる在来種としては、収量の多いPane l om 、 頴の数が700あるとい わ
0 0 

れるK hao 700 、 分 げ つ が多く陸稲として高収 量のK hao Phe Pha l o な ど が著名である。 北部地域で
は香り米としてKhao Kaynoiが有名であり、 ま たMuong Nga, Mehang Top E u k ,  Leua Nh i aといっ た
品種は倒伏に強いので 地味 の 肥 えた土壌 で 栽培さ れる。

この ような在 来の遺 伝 資 源は、 将 来もさ ら に そ の能 力が開発さ れる よう研究が進 められるべ き
である。例 え ば在 来 種の中には 、 干 ば つに強いP houa M i aや、R i ce bugに抵抗性が認 め ら れるDo
Gnou anな どが あ り、 こ れ ら は 世 界 的にも貴 重 な 特 性を持った遺伝 資 源と言 え よう。

( 2 ) 導入 品種
過去15年近くの間、以下のよ うな導入品種または改 良 品 種が優良品種 と し て 選定さ れ普及 が進

められて き た。
ウ ル チ 米 品 種 ： I R-8. C4 63-1. I R-2 2 ,  I R-36 , I R- 2823-103, B-1014, bpn-18-1-4 , I R-42,  N 

N-7 5- 1 . CR-203 。

モ チ 米 品 種 ： I R-253-100, I R-848-120, I R-848-4 4 ,  I R-789-98, RD-10, Salakham 1-7-2 ( RD-1 
6 ) 

日長不感応 品 種 ： RD-8。
こ れらの品 種はお も に 中 部ま た は南部の平 地で 栽培 さ れ、施肥 、 栽培管理が良 好で あ れ ば3. 5~ 

6. St/haの潜在収量 を 有す る 。
水稲の生育に好適な条件が整 え ば （肥沃な土壌 、 高温障 害 が な い等） 、 北部地域ではK u 84B, I R  

-848-1 20 ,  NN-75- 1な どの品種 で9. 5 t/haの収量が 得られる。また1988年乾期の模範試験圃 では、
NPK 120-60-0の施肥量 で CR-203は7. St/ha、B-1014は8. 9t/haの収量実績 をあ げ た。
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．導入 品 種 に つ い て 栽培上 の いくつ か の 特 徴 を 述 べると、
① RD-10と I R- 4 2は窒素肥料が少な い 条 件で も 収量は比較的高い。
② 雨期 の 降水量が多 いと きでも、 I R-4819-77 - 3-2は6t/ha以上 の収量となる。 同様 の 冠水条件 に
強い品種 と して、 ベ ト ナ ムか ら 導 入 し た U-9もあ げ ら れる。
③ ウ ル チ 米の中では、 こ れまで の CR-203 よ りも 中生 の BG-90-2、OM-80とい っ た高収性品種が見
つ か っ て いる。

こ れ ま で に 農 家 に 好評で国内 にあ ま ねく伝播 し た 品 種と し て、在来種ではSanpatong、導入種で
は I R- 2 5 3- 100が あ げられる。 こ れ ら は現在最大の作付 面 積を誇る品種である。 こ の2品種に迫る
ものと して、RD-10、RD-8も近年普及面積が急速に伸 び て いる。 そ の ほ か地 域的 な 特徴と して 、 I
R-848-120はSayabour i 県で、I R-8はLuang P r abang県で依然根強い人気 を 持 っ てい る 。 農 家 が 品 種
を 選択す る 基準 は 樺 長 、 収量 、 粒質等 で あ る 。 こ れ ま で の 在来種 と 比較 し て 、 草姿 は 短棒 に 過 ぎ
ず、肥料 や 農薬 を や ら ずと も 収量は高く、品 質 的 に も 満足で き る品種が求 め ら れている。 耐病 性、

耐 虫性は品種選択 の 動 機として そ れ ほ ど考慮さ れ て いない。
( 3) 交配に よ る品種育 成
ラ オ ス 国 民の嗜 好に合致する品種育成を 目 指 し ていくつ か の 交配が行 わ れた。
① 第 1 回 目 の 組 合 せはSanpatong X I R-848- 1 20である。 交配 の 目 的は 、 I R-848-120並み の 収量

と、Sanpatong並みの穀粒品質を 持つ 品種 を 育成する こ とにあっ た 。 Salakham 1-7-2 、Sal akham
1- 3-2と云った後代の育成品種は品質 的にはS anpatongに 匹敵 したが、し か し収量 の 面では、 I R-8
48-120を 上 回る こ とはなか っ た 。 唯一 の 例 外は、 4 1 日 育苗 の 移植栽培 で 、 I R-848- 1 20が 2 . 8 t/haの
収量であっ た のに対 し て 、 Salakham 1-3-2が4. 3 t/ha の 収量となった試験結果 のみであ る 。

② 第 2 回 目 の 組 合 せはMe Hang（淡色の大 き な頴 の モ チ 米） X I R-2823- 103（黄色 の 小さ な頴 の ウ
ル チ 米）で 行 わ れた。 特性がか け 離 れ て いるた め 、後代 の 系統 の 変異が大 き く、 F6に至 っ て 固 定が
ど う にか 完 了 し た 。 同 一 の 交配 から各種 の 特 性を持 つ 子孫が 出 現 し て いる。 1988年 の 乾期作で は 、
F 1 2の系統の中では、Salakham ( SLK ) 2-2-1 、SLK 2-2 1-4、SLK 2-18-1-2が約6t/haと高収董であ っ
た 。 1988年の雨期作では、モ チ 米 の SLK 2- 10-2 、 ウ ル チ 米の SLK 2-18-1-1がSt/haと高収量であっ
た 。 同 じ く1987年 の 雨期作ではSLK 2-9- 1 、S LK 2-1 7 - 3 の 収置がRD-10 より高か っ た 。

③ 第3回 目 の 交配組合 せはY Khao X I R-282 3-103であ る 。 Flには雑種 強勢が認 め ら れ、分 げ つ
力がきわ め て 旺盛であ っ たが、F 2では ほとん どがY K haoに似 た 頴が大 き く粒も大型 の半 わ い 性種
とな っ た。 F 3に至 っ て 分離が明確にな り 、 そ の後 世代を 重ねるにつ れ て 変異の増 大が大 き くなっ
て き て い る。 F6では生育 旺盛で親 の Y Khao よ り草 丈があり、分 げつも盛んで頴も大 き く、日 長 に
不感応な品 種が 出 現 し た 。 現在残さ れているのは、SLK 3-1-3、SLK 3-4な ど の 品種である。

2) 栽培 法に関す る 試験
(1 ) 栽植密度
栽植密度 につ い ては、以下の要 因を勘案 し て決 定する。
① 品 種 ： （頴の大小、分 げ つ 能、草丈、葉 の 樺との角 度な ど ）
頴が小 さ く 、 分 げつ も少なく 、 かつ 葉が 直 立する品 種は、 栽植密度 を 15 X 15cmあるいは そ れ以
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下と しても よ い。葉が横 出 するあるいは垂 れ 下がり、 頴が大 き く、 草 丈が長く、 分 げつの旺盛な
品 種は、 栽植密度を 粗 く して25 x 25cmとする。分 げつ が 旺盛で頴が大 き い品種でも葉 が 直立 する
場 合は20 x 2 0 cm で よ い。

② 土壌の肥沃度 ： 土壌が地力に乏 し い圃 場 では2 0 x 20cmか 15 x 15cmの栽植距離とする。肥沃
度 の 高い土壌 で は 25 x 20 cmあるいは25 x 25cm と 株 間 を 広 げる。ただ し 棒の長い在来種を 肥沃度が
き わ めて高い村落周 辺 の水 田 で 栽培する場 合は30 X 25crnと してもよい。

③ 栽培時期 ： 乾期には栽植密度を 密 に(15 X 15crn-20 X 2 0 cm)、 雨期 には太陽の日射が少ない
の で栽植距離を疎 に する (20 x 2 0 cm-25 X 25cm) 。

( 2 ) 播種 時期
播種時期に関 して は、 以下の点に留 意する。
① 日 長感応性の強い晩生種は日長時間 が 12時 間 を 下 回 る 1 0 月 下旬 に 開花するので 、 播種時期

は 5月下旬から6 月 上旬とする。播種時期の遅れは栄養生長期間 の 短縮となり、 収量が上 がらな
い ( 8 月上旬播種のKh i Tom Nhay品種は収穫皆無 で あ っ た ） 。

② 生育 日数 が 1 25~ 140 日の中 生種は晩生 種 に 続 く 6月 後半が播種適期で あ る 。
③ 早生種は 7 月上旬播種 でも よ い。最も普及 してい る 品種はSanpatongである。
④ 平年並みの降水条件 では 、 移植期が 8 月 1 日 よ り遅 れる ほ ど収量が減少する。 しか し 、 平

年に雨期 が終 わる10月 15日を 過ぎて も 雨が続くよ う な年 には、 移植期の遅 れに よ る減収は認 めら
れない。 こ の傾 向は特 に日長感応性が弱い早生、 中 生 種 で顕著 であ る 。

⑤ 灌漑可能地域 では、 播種時期を 厳密 に しな く と も よい。例 え ば 、 中早生 の CR-20 3や 中 生の
I R-36で は、 9月25日移植でも肥料 と 水が十分 与 え ら れ れ ば通常の収置が得られた。ただ し 10月 5
日 以降の移 植 では開花期が寒冷になるた め 、 不稔率は高 か った。移植期の遅 れに最も強い品種は
S anpatong と RD-8である。

⑥ 逆 に 移植期があま り 早すぎ る と、 拝長の増 大で倒伏 し や すく、 収量が低下する。
⑦ 乾期 作 では、 移植の適期は1月である。移 植期が早す ぎると生育初期 に寒さ にさ らさ れ る

期間が長 引 く た め、 生育日数の割に収量が上がらない。また逆 に 移植が 2 月 に 入って遅 れた場 合
も 開花期 が 雨期直前の高温 、 乾燥と重な る た め、 不稔が多 く な り 収量 が 上 が ら な い。高温 ・ 乾燥
時の 4 月 中 旬に は BPH ( ト ピ イ ロ ウ ン カ ） の被害も大 き い。

( 3) 播種 、 育苗
① 苗床 での播種量は籾 で 1 0 0g／がが適璽で あ る。
② 作 期 に よ って栽植密度が異なるた め 、 雨期 作 では35-40 kg/ha 、 乾期作 では45-60 kg/haの種

籾を 必要とす る 。
③ 1点 （植 穴 ） 当 り 移植苗数は、 導入品種は2- 3 、 在来品種は3-4苗程度 と する。
④ 育苗日数は、 雨期作 では早生 で 2 0日 、 中生 で 25日 、 晩生 で 30日とす る 。乾期作では葉齢四

葉期が移 植適 期 で ある。
3 )  施肥
無施肥 あ る いは窒素肥料不足で葉が黄化す る が、 こ の よ う な現象は 国 内各地でみられ 、 特 に 乾
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期に顕著 である。 また リ ン 酸欠乏は 、 V i en t i ane特別 区の政府農場 や Bane Phrakeoの塩類土壌 で報

告 さ れている。 鉄 (F e+ + ) 過剰障害 もSavannakhe t や Vi en t i ane周 辺 で 認 め られている。 こ のよ う な

稲の栄養障害 に よ る 収置低下 も 軽視 で き ない問題 であ る 。

( 1 ) 有機質肥料

ラ オ ス 政府は有機物 資材の投入によ る土壌 肥沃 度の 増 強策を進 め て お り 、 土壌肥料部門 の 協 力

を得 て 堆肥 、 厩肥 、 緑肥 ( iupa t ori/J9 odora t l19、 Sesban iaや 生虹がな ど ） 、 グ ァ ノ 、 鶏糞 、 そ の他

有機質肥料の施用効 果を調査 し ている。

① 堆肥 、 厩肥

堆肥または厩肥 （水牛あるいは牛 ） の施用量として 、 5 t/haが最 も収益性がある。 Bane Phrakhao 

の塩類土壌の試験結 果 で は 、 厩肥の施用量 1 ト ン 当 り で 1 70kg/haの増収が得 ら れた。 厩肥の価格

は4000k i ps/t 、 籾の価格は5 3 k i ps/kgであるの で 、 十分採算がとれる計算になる。 し か し 農家は水

稲よ り も よ り 収益性の高い野菜等の園芸作物 に 堆 厩肥を用いたがる傾 向が強い。

② 緑肥

£upa tori/J層を緑肥として 土壌に鋤込 み 、 ト ン 当 り 1 00kg/haの増収が得 られた。 またL竺旦では 2

5 t/haの土壌混入 で 1 . 2 t/ha 、 Sesban jaでは同 じ く 2 5 t /haの鋤込 み で 1 . 4 t/haの増収 （ ト ン 当 り 約 50

kg/ha ) が得 ら れている。 しか し緑肥の場 合 、 堆厩 肥よ り 収益の見返 り は少ない こ と 、 播種 、 栽培 、

窒素 固定 の 接種源等 で 手 間がか かる こ と 、 Sesban jaのよ う な緑肥作物の鋤込 み には ト ラ ク タ ー が

必要 で あ る こ と な どの 問 題 の ほ か に 、 生虹ざで は 50t/haの施用 で も 後 作 で 残 効 が認 め ら れ な か った

例 な ど もあ り 、 そ の効 果は安定 的とはい え ない。

③ グ ア ノ 、 鶏糞

Bane  Phrakhaoの塩類土壌の試験結果 で は 、 グ ア ノ 3 . 2 t/haの施用によ って 雨期作 で グ ア ノ 1 ト

ン 当 り 1 7 0 k g/ha 、 乾期作 で グ ア ノ 1 ト ン 当 り 40 0 kg/h aの増収が得 られた。 こ の結 果 か ら計算 する

と 、 グ ア ノ の価格が6000k i ps/t 以下 であれ ば 十分採算が採れる こ とになるが、 市場価格は8000k i

p s/t で 収益はなか った。

同 じ 塩類土壌で鶏糞 の 施用試験 の 結 果 では鶏糞 5 t/ha の 施用 に よ って ト ン 当 り 6 50kg/ha の 増収 と

な り 収益性 が き わ め て 高い こ と が判 明 し た 。 Bane Ph rakhao周 辺 で は養鶏場が あ り 、 こ の地域で は

鶏 糞施 用 が勧 め られている。

④ 有機肥料

Azobac 、 Azom i nとい った有機肥料の施用 は 、 対 照区 と ほ と ん ど差 が な く 、 200kg/ha程度の収量

差ではと て も有機肥料の施用 コ ス ト を償 う もので はな か った。

( 2 ) 化学肥料

① 雨期作

在 来種の雨期作栽培では 、 NPK-30 ( 1 5/1 5 ) : 30 : 0が最 も 収益の高い施 肥量 で あ った。 導入 品種の

RD- 1 0 、 I R-848 -44 、 I R-42 も同 じ 施肥量で収益が高 か ったが、 そ の他の導入品種 、 例 え ば I R-8 、 I

R- 24、 I R- 2 8 2 3- 103 、 NN- 7 5 - 1 、 B- 1014 、 CR-203 、 I R- 2 5 3- 100 、 I R-848-1 20では収量を高 め る た め

には 窒素肥料を 2 倍にする必要があ った。 施肥量を多 く し た場 合の在 来種の収量は 3 t/haであ った
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が 、 •9導入品 種は 3 . 5~5t/haの収量と な っ た 。
② 乾 期 作
乾期作 の モ チ 米栽培にはNPK-60 (20/20/20) : 30 : O の 施肥置がよ い。同 じ 乾期 作 でも ウ ル チ 米と導

入 モ チ 米 品 種 ( I R-253 -100、I R-848-120)の栽培には、 NPK-90 ( 30/30/30) : 30 : 0と施肥量を 多 めにす
る。窒素は、 基肥、 移植後20日 目 、 45日 目 に そ れ ぞれ 等量施用す る 。 こ の よ うな施肥置で期待 さ
れる収量は、 品 種 、 栽培管理に よ っても若干 異 な るが 、 概ね 3. 5~7. 5t/haである。

③ 収益 率
標 準 的な土壌では尿素の施用に よ って 、 尿 素1kg当 り 雨期作 では7. 8kg、乾期作 では8. 0kgの 籾

収量 の 増 加 と なった。つま り 、 124kipsの投 資 で424kipsの収益 が得られ 、 収益率は1 : 3. 4である。
一方塩類土壌では尿索1kg当 り 6. 9~7. 3 kgの 増収で 、 収益率は1 : 3. 1であった。

硫安 の 湛水 田での施用は、 pHの低下と硫化水索 の 害と思 わ れる葉の黄化を 来た し 、 収量は低下
し た。

④ リ ン 酸肥料
一般に リ ン 酸肥料は、稲の収量に対す る 肥効は低 い と さ れてい る 。 し か し Salakham試験場 の よ

う な 老化土壌 や 、 Bane Phrakhao の よ う な 塩 類土 壌 では その効 果 が顕著に認 められ、 リ ン 酸肥料1
kg当 り 73-86kgの 籾 増収も得られてい る 。

収量には直接結びつ かな く ても、 稲の リ ン 酸吸 収 に よる圃場 からの持 ち 出 し 量を補う意味で 、
30kg/ha程度 の 施用が望ま し い。ただ し リ ン 酸施肥量 を 30kg以上に増 や しても効果はない。塩類土
壌 で みられる リ ン 酸欠乏の改良には 、 無機 リ ン 酸 よ り も有 機 リ ン 酸が有 効 である。

⑤ カ リ 肥料
カ リ 肥料は、低地 の 稲ではそ の施用効果 が 全く認 められてい な い。塩類土壌 でも I kgの カ リ 肥

料 で 得ら れる籾 の 増 収は 5 kgと低率 である。
⑥ カ ル シ ウ ム 肥料
低地 の 稲栽培では、 石灰を 施用 しても収置はほ と ん ど 変 わらない。
4) 雑草 防除と水 管理
① 半 わ い 性 品 種 の 栽培で、 栽植距離 を2 5 x 25cmか そ れ以上と した場 合 、 2 回の手除草で収量

が1. 050kg/ha増加 し た。同 じ く長禅品種 で 1 回 の 手除草を 行った場 合は、 無 除草と比較 し て 、 移
植後 30日 目 の 除草は230kg/ha、60日 目 の除草は450kg/haの増収となった。

② 同 様 の 処理 を 、 25 x 25cm以下の密植栽培で行 っ た場 合 、 手除草は逆に収置を 低下 さ せた。
減収の程度は半 わい性品種 では、200kg/ha 、 長棒 品 種 では移植後 30日で620kg/ha 、 60日 目 で 295k
g/haであ っ た。

③ 除草剤Roustar 25EC (O xadiazon) 2L/ha、Ri l o f S 395EC ( Piperophos+Propani l ) l OL/ha 、 S
a t un i l 60EC (Thiobencarb+Propan i l) l OL/haの施用は、 手除草と比較 し て効 果が高 か っ た。 同 じ
＜ 除草剤 の Machete 60ECは 3 kg/haの施用で効 果があったが、 4kg/haでは薬害が認 められた。

④ 大型 トラ ク タ ーの耕起 、 整地は雑草 防 除に さ ほ ど有効 ではなく、 む し ろ 硬盤 の 破壊に よ っ
て 水 や肥料 の 流亡 を 招いて逆効 果 であった。
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⑤ 水 深 を調節して雑草 防 除 を 図るのが最も

現 実 的 であ る 。 ただし水 深は、 常に一定にする

よりは、 農家の実践にみられるように変化を つ

け た方 が収量 が高まる。
5 ) 労 働 時 間
Udomxay県のBane Beng公社で調査した、 慣 行

農 法の水稲栽培に要する労働 時間は表L3のよう

で あ っ た。

3 .  そ の他の食 用 作物

稲以外のラオスの食 用 作物 と しては、

表 L 3 慣行農法 に よ る 水稲栽培所要労働時間

労働 の 内容 人数 X 日 数／ha

3 t/ha) 

ロ コ シ、 サ ツ マ イ モ 、

ング ピ ー ン、大豆 が主たるものである。

播種床 の 準備
本 圃 の 耕起 、 整地
種籾播種 ( 6 0 kg)
移植苗 の 抜取 り
田植 (2 0 x 2 0 cm )  
施肥 (Eupa tor i  um+compo s t ,  
手除草
水管理、 畦畔作 り 、 害虫防除 な ど
収穫
圃場か ら の搬 出
脱穀、 乾燥
貯蔵

3

0

2

4

0
5

0

7

5

0

5

0

 

1

2

2

2

3

1

1
1

1
 

トウ モ

キ ャ ッ サ パ、落花生、

合 計 1 7 1 人 ・ 日 ／ha/ 1 作

マ

こ れらは一般 に 、 自 家消 費を 目 的として農家の家屋周 辺

に 小規模に栽培されている。 Vien tiane市内で は メ コ ン川の河川 敷にトウモ ロ コ シの菜 園 を多く認
めたし、また郊外でも家屋の周 辺に柵 を 巡ら せて豆類 を 栽培 している状況 が見 られた。 しかし水
田はあ っ て も 、 稲 以外の食用作物が モ ノ カ ル チ ャ ー 的に大規模に栽培 さ れている状況 には遭遇し
な か っ た。 した が っ て 自 家菜困の余剰生産物 が市 場 で 売買 さ れる程度ではないか と 推察 する。

ト ゥ モ ロ コ シ、 サ ッ マ イ モ 、

栽培 の研究 や 種 子 増 殖を行
っ ている 。 ト ウモ ロ コ シと

豆類 につい て、

育成 さ れ た 品種の概要は表
L4のL4のと お り であ る。

Haddo  K eo試験場で育成 さ
れた ト ウ モ ロ コ シ 品 種 、 HDK 4

は、集団選抜によって高 収性、

ベ ト病抵抗性が付与されてい

る 。 現在ラ オ ス農民の多 く が

こ の品 種を栽培 し 、 生産物 を

ベ トナムの飼 料工場な どに販

売している 。

こ れまでに

さらにC I MMYTか

ラオス国内
での適 応 品 種の選抜を継続中

ら 品種 を 導 入し、

である。 ト ウ モ ロ コ シ以外の
食 用 作 物に つ い ても、 品 種 改

良計画 が 始 められてお り 、 生

豆 類 と 云った食用 作物に 関しては 、 Haddo Keo農業試験場で育 種 、

4(l 

30 

20 

1 0  

。

表 L 4 育成 さ れ た 食 用 作 物 の 品 柾 概 要

作 物 名

ト ウ モ ロ コ シ

マ ン グ ピ ー ン

大豆
落花生

品 種 名

I IDK 4 
I IDK 1 2  
I IDK 0 0 2 ,  4 2 0 ,  4 2 5 ,  4 2 9  
I IDK 0 0 5 , 

＇ 

閲 色 F l 品 種

： 予 想 収 団
＇ 

＇ 

1 5 0 - 1 2 0 - ! 0 0 k g/h a 
2 5 - 9 0 - 6 0 k &/ha 
25- 90- 6 0 k g/h a 
2 5 - 9 0 - 6 0 k g/h a 

施 肥 団

4 ~ 8 t/ha 
! .  2 t/ha 
! .  8 ~ 2 t/ha 
0 .  8~ 0 .  9 t/ha 

作 （寸 面 ほ ( I OOOh a ) ． 生産 塁 ( lOOO l ) ． 出 収 ( I OO k 1 /h a )

50 

図 L 24  

1 97 8  

作付面后 生荏尼 掛 収
ドヤ•ヽ，』1 1 1 ・

1 980 1 9 8 1  

1 9 76-79 知の平勾（€を1978年で示し 1こ

1 9 8 3  
序

1 9 8 5 986 1 9 8 ’ I 

トウ モ ロ コ シ の 作 付 面 積 、 生産最 、 単収 の 推 移
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産者 に と って作 り や す

く 、 利 益の多 い 品 種の

育成を図 っ て い る 。

1 9 8 7 年 の 統計 か ら 、

栽培面積の大 き い 順 に

稲 以外 の 食 用 作物を並

べ る と 、 ト ゥ モ ロ コ シ

が栽培面積 2 4 , 800ha と

最大 で 、 収 穫 童 、 単収

は そ れぞ れ 3 5 , 700t 、

1 .  4 4  t/ha で あ り 、 こ れ

に 次 ぐ の が サ ツ マ イ モ

・ キ ャ ッ サ バ の 栽培面

積 1 6 , 600h a 、 収穫量 1 1

8 , 600 t 、 単収 7 . H t/h a  

で あ る 。 な お 、 ト ウ モ

ロ コ シ とサ ツ マ イ モ ・

キ ャ ッ サ パの過去 10年

間の 栽培面積 、 収穫量、

単収 の 推 移 を 図 L 2 4 、 L

2 5 に 示 す 。 そ の 他 の 食

用 作 物 は 統計上の記載

が な く 、 栽培 面積 も微

々 た る も の で あ る と推

察 さ れ る 。 豆類 で は 落

花生 の 栽培面積 が 6 , 500 

h a と 最大 で 、 収 穫 量 、

単収 は そ れ ぞ れ 5 , 600t 、

0. 8 6 t/ha で あ り 、 次い

で 大 豆の栽培面積 4 , 900 

h a、 収 穫 量 3 , 700t 、 単

収0. 7 6 t/h a 、 マ ン グ ピ

ー ン の 栽培面積 2 , 800ha 、

収 穫 量 1 . 9 0 0 t 、 単収0. 6 6 

t/ha と な っ て いる。

咋面積( l OOOh a ) ． 生産塁( l 0, 000 1 ） ． 昨 （ t/ha)
20 

1 5  

1 0 •一

作付面楼 生産塁 単収
日ヵt-rhl I l - l97H9年（り丘信を 1918 年芍しに

1 97 8  

1 97 8  

1 982 1 98 3  1 984 
年 度

1 986 1 9 87 

図 L 25 サ ツ マ イ モ 、 キ ャ ッ サ パの作付面 積 、 生産 量 、 単収 の 推 移
作付面后( IOOOha ) ． 生産塁 ( I 000 ! ) ． 単収( IOO k 1/ha )
1 6  

1 4  
· 1 2 

1 0  

2
 

1 97 8  1 980 1 9 8 1  1 982 1 983 1 984 1 985 1 986 1 987 
年 度

作付面楼 生産塁 単収HK嘗叶年』 1 1 
図 L 26 コ ー ヒ ー の作 付面積 、 生産量 、 単収の推 移

作付面積I IOOOh a ) ． 生産塁 ( 1 0, 000 1 ) ． 蛍収 Cl/h1 )
6 

1 9 80 1 98 1  1 982 1 983 1 984 
年 度

作付面箔 生産曼 単収l打忙19i魯1 1 1 

1 9 86 1 987 

図 L 27 タ バ コ の作付面積 、 生産量 、 単 収の推 移
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作付面 后 ( IOOOh a ) 生産塁 ( 1 0 , 000 1 ) ， 出 収 ( l/h 1 )

3 5  

3 0  

25 

20 

1 5  

1 0  

1 978  1 9 80 1 9 8 1  1 9 82 1 983  1 984 1 98 �  1 9 8 6  1 !18 '/ 
年 度

作付面積 生産塁 出収
げ＇ •ド和 1 1 

図 L 2 8  サ ト ウ キ ビ の 作 付 而 積 、 生産量 、 単 収 の 推 移

作付 面 積 ( I OOOha ) ． 生産塁 ( I 000\ ) ． 巣 収 ( I OO k 1/ha )

8 

4 ．  工芸作物

1 97 8  I H 80 1 9 8 1  1 9 82 1 9 8 3  1 9 34 1 985  1 98 6  1 98'1 

年 吝

作付iiliほ 生震霊 榮収
l, 1iI'星 I l 

図 L 29 綿 花 の 作 付面 積 、 生産最 、 単 収 の 推 移

ラ オ ス に お け る 主要 な 工芸作物 は 、 コ ー ヒ ー 、 タ パ コ 、 サ ト ウ キ ビ 及 び綿 花 で あ る 。 工芸作物

の生 産 は 、 解放前 の 内 戦及 び 解 放後の不 十 分 な 管 理 に よ り 大 き な 損失 を 被 っ た が、 近 年 次 第 に 回

復 し つ つ あ る 。
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綿 花 は 小規模 な 畑 で 天水依存栽培 が行 わ れ て い る 。 木製 の 綿 繰 機 で 綿 糸 を 採 り 、 木 綿 布 地 は 農

村 家 内 工業 の 原 料 と し て 利 用 さ れ て い る 。 1 9 8 7 年 の 栽培面積 、 収稜量 、 単収 は 各 々 5 , 60 0 h a 、 4 , 0 

O O t 、 0 . 7 1 t/h a で あ っ た 。

な お 、 コ ー ヒ ー 、 タ バ コ 、 サ ト ゥ キ ピ 及 び 綿花 の 過 去 1 0年 間 の 栽培面積 、 収穫量 、 単収 の 推移

を 図 L 2 6 - 2 9 に 示 す 。 コ ー ヒ ー は 近年栽培面 積 が 増 加 し て い る が単収 は 逆 に 低下 し て お り 、 収稜量

は さ ほ ど増 加 し て い な い こ と て い な い こ と 、 サ ト ウ キ ピ は 面 積 、 収 穫景 と も 急増 し て い る こ と が

分 か る 。

5 .  園 芸 作 物

果樹 で は 、 柑 橘 、 パ ナ ナ 、 パ パ イ ヤ 、 マ ン ゴ ー 、 コ コ ヤ シ 、 ジ ャ ッ ク フ ル ー ツ 、 ラ ン プ ー タ ン 、

レ イ シ 、 リ ュ ウ ガ ン 、 グ ァ パ 、 サ ボ ジ ラ 、 カ シ ュ ー ナ ッ ツ 、 パ イ ン ア ッ プ ル 、 タ マ リ ン ド 等 が栽

培 さ れ て い る 。 1 9'8 6 年 の 統計 に よ る と 、 果樹 は 栽 培面 秩 4 , 6 0 0 h a 、 収 穫鑓 5 6 , 1 0 0 t 、 単 収 は 1 6 . 1 5 t

/ha で あ る 。 ま た プ ド ウ 、 オ レ ン ジ は タ イ か ら 、 リ ン ゴ は イ ン ド か ら の 輸 入 品 が市場 に 出 回 っ て い

る 。 果樹 は 今後外貨獲得 の た め の 目 玉 商 品 の 一 つ に あ げ ら れ て お り 、 北部 の Ho u e i K h o t 試験場 で

は マ ン ダ リ ン 、 タ ン ジ ェ リ ン 等 の 柑橘 類 、 南 部 の KM2 0 試験場 で は ド リ ア ン 、 ラ ン プ ー タ ン 、 レ イ

シ 等 の 果 樹 類 の 研 究 が始 ま っ て い る 。

野 菜 で は 、 キ ャ ベ ッ 、 ハ ク サ イ 、 レ タ ス 、 ナ ス 、 ト マ ト 、 ビ ー マ ン 、 キ ュ ウ リ 、 カ ボ チ ャ 、 カ

リ フ ラ ワ ー 、 カ イ ラ ン 、 ダ イ コ ン 、 シ ョ ウ ガ 、 バ レ イ シ ョ 等 が 一 般 的 で あ る 。 ま た ラ オ ス の 野菜

は 、 バ ジ ル 、 ハ ッ カ 、 コ リ ア ン ダ ー な ど の 香 辛野 菜 の 種類 が 多 い こ と も 特 徴 で あ る 。 ラ オ ス 料理

に は こ の よ う な 香 辛野菜 が ふ ん だ ん に 使 わ れ て い る 。 1 9 8 6 ~ 8 8 年 に か け て 野 菜 の 栽培 面 稜 は 、 2 ,

7 4 1 h a 、 4 , 3 2 9 h a 、 9 , 6 2 0 h a と 急増 し て お り 、 ま た 収 穫量 も 1 8 , 6 9 0 t 、 3 0 , 3 0 0 t 、 6 8 , 4 7 6 t と 年 々 倍 増

の 勢 い で あ る 。 た だ し 、 単収 は ? t/h a と 変 わ ら な い 。 農業省傘下 の 農業試験場 で は 現在野菜 に 関 す

る 研 究 は 行 っ て い な い 。 Ha tdok K eo農業 試験 場 で は 1 9 7 9 年 ま で 野 菜 の 生産指導 を 行 っ て い た が 、

農 家 の レ ペ ル が 向 上 し た の で 、 1 9 8 0 年 か ら は 試験 場 と し て 野菜 の 栽培試験 は 取 り や め た と い う 。

こ の よ う に 園芸作物 の 振興 の 兆 し は あ る が 、 ラ オ ス で は 食料 自 給 の た め の 食用 作物 、 外貨獲 得

の た め の 工芸 作 物 の 生産 が 優先 さ れ て い る 状 況 に あ り 、 そ の 発 展 に は い ま し ば ら く 時 間 が か か り

そ う で あ る 。
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w 農業 関 係 の 試験研究組織 と 農業教育

1. 試験研究組織
1) NAR SとNARC
ラ オ ス の 農業 関 係 の 試験研究機関 の 現状に つ い て 簡 単に紹 介 する。1975年の革命以前 から農業

試験場は存続 して いたが、革 命後、研究 ス タ ッ フ の絶 対数 の 不足、農業政策 の 見 直 し、連携 的 な
研究体制 の 欠如、財政上の 理 由 等 から、試験研究 機関 の 機能低下、廃止が進み、 そ の組織は縮小
し た。 ラ オ ス 人民民主共和 国 の 独立宣言後、19 7 5--- 19 8 4年ま で 試験研究を 継続 して き た のはHat
Dok  Keo と Salakham の 2つ の 試験場 のみであった と い う 。 ラ オ ス 人民民主共和 国 も 国情が安 定 して
く ると、新政府の下 でも農業 の 発展に及 ぼす試験研究 の 重 要性は次第 に 認識さ れる よ う に な り、
198 4年に 新たに農林省傘下 の 試験研究機関の再編 ・ 強 化を 進 める 目 的 で NARS （農業研究シス テ ム）
が発足 し た。 この シ ス テ ム の も とで、試験研 究 の 担 い 手として活動を 始 めた のが国立農業研究 セ
ン タ ー (NARC)で あ る。

NARC成立 ま で の 経緯は以下 の よ う な も ので あっ た。 198 4年以前は試験研究槻関に対する政府の
協調政策 も な く、Vi enti ane周 辺の農業 試験場、 プ ロ ジ ェ ク ト な ど で別個独立 に 細 々 と農業研究活
動が続 け ら れて いた。 し か し UNDP 、 FAOの協 力のも と に ラ オ ス政府が総 合農業開 発 プ ロ ジ ェ ク ト を
始 め よ う と し た 際、ま ず直面 し た のが農業技術情 報 の 不足 であ る 。農業研究 の 必要性を 再認識 し
た ラ オ ス 政府は、 農業研究組織 化 国 際 サ ー ビ ス (I SNA R)に国 内の膜業関係 試験研究機関の再編整備
に つ い て の 基 本方針 と 効 率 的 組 織 化 の 提 案を 求 め た。 I SNARはNaphok試験場を 国立農業研究 セ ン タ
- (NAR C)の 中心場 所に発展さ せ 、外 国 の 技術 援助 を 受 けて新 しい研究組織整備を 行う こ とを 提案
し た 。

提案 を 受 けて、 さ っ そ く UNDP、ADB、 ラ オ ス 政 府 は 合 同 で、膜業試験研究の組織強化計 画 プ ロ ジ
ェ ク トを 発 足さ せた。そ の 内容は、

(1) 現在活動中の農業関係試験研究機関を 再組 して、国立農業研究シス テ ム (NARS)を 発 足さ せ
る。

(2) 試験場 か ら 農家の圃場 レ ペ ルまで 、 試験研 究の頷域拡大のた めの ス タ ッ フ の研修
(3) Naphok、Salakham、Hat Dok  Keo の3試験場の研究業務調整
(4) 農業政策と合致 し た 長期、中 期の試 験 研 究 課題 の 設定
であり、組織完 了ま でに与 え ら れた期間は18 カ 月 であった。
こ の よ う に して発 足 し た NARCは、 ラ オ ス 国 内 の 全て の 農業試験研 究の企画、調 整、運営に責任

を 持つ 立場にある。現在NARC は Naphok試験 場 を セ ン タ ー として国内 11 ケ 所に試験場を 配 置 してい
る。研 究 対象作物は、水稲、陸稲 の 他、 ト ウ モ ロ コ シ、サ ト ウ キ ビ、豆類、キ ャ ッ サ バ、綿 な ど
の畑 作物 が主 であるが、そ の 他、北部 の Houe i K ho t試験場ではマ ン ダ リ ン、タ ン ジ ェ リ ン等の柑
橘 類、南 部 の KM20試験場 では ド リ ア ン、 ラ ン プ ー タ ン、 レ イ シ 等の熱帯果樹 類、同 じ く Ban I tou  
試験場 では輸 出 膜産物と して の コ ー ヒ ー 、 カ ル ダ モ ン、チ ョ ウ ジ、 ゴムにつ い て も 研究を 行って
いる。NAR C傘下の各 試験場 の 配置状況は図L 3 0 に 示 す と お り である。
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2 )  V i en t i ane近郊の
NARC組織下の農業試験場

V i ent i ane周 辺にNARC 3

場 所(Naphok 、 Hat Dok K eo、
Salakham試験場）があり、

今 回 調 査 団 は駆 け 足 でこ

れ ら の試験場を訪 問 した。

各試験場の職員数は、
Naphok試験場 が42名、

Salakham試験場が25名、

Hat Dok K eo試験場が29名

で あ り 、 また3 場所合計

の研究者 数は49 名 で あっ

た。 学歴別 で はPhDの 2 名

を 含 む 学士 以上は26 名 で、
そ の他は鹿業専 門 学校卒
の技術士 な どである。

Naphok 、 Hat Dok Keo 、

Salakham試験場はラオス

国 内の農業試験場として

は比較 的 規 模 が大きい組

ヽ
／
 

I
 、．

試験場名

Naphok 
Sal akham 
Had Dok Keo 
Tha Ssano 
Phone Ngam 
Ban I tou 
KIi 2 0  
Pakcheng 
H i n  Heup 
Namtame 
Houe i Khot 

Do 

対 象 作 物

食用 作物 全般

ト ウ モ ロ コ シ 、 豆類 ほ かtIll 作物
稲 、 ト ウ モ ロ コ シ
稲 、 ト ウ モ ロ コ シ 、 豆類 、 サ ト ウ キ ピ
コ ー ヒ ー 、 丁字 、 カ ルダ モ ン 、 ゴ ム （ 佑 出 作物 ）

J
． ． nan l lou 

煉作物 、 果樹 " 20 
畑 作物
（建設途 中 ）
稲 、 ト ウ モ ロ コ シ 、 綿
煉作物 、 柑橘

ロ
織 で あ り 、かかる状況か
ら判断して、 ラオス全国
の農業研 究者総数は150名 前後ではないかと推定 している。このように研究者の絶体数不足のため 、

現段階では研 究の深 化よりも、より実用性の高 い 優良 品種の選定 と そ の増 殖に力 点が置かれてお
り 、 研究 内 容は導入品種の生態特性解 明 や 耐 病虫 性の検定など、 品種比較が中心である。

図 L 3 0 NARCの 農 業 試験場 の 国 内 配 四 状 況

食用作物の生産に関 す る 試験研究 では、Ha t D o k  Keo農業試験場と、 S alakham稲 作試験場が中心

的存在である。 そ の活動の概略を紹 介する。
(1) Hat Dok Keo農業試験場(Hat Dok Keo Agric ul t ural Station) 
試験場の設立は1964年である。1980年から外 国 の援 助を受けて 農場の修復が行われ、組 織も 6

セ ク シ ョ ン に増えた。圃場面積は20 ha。研究 目 標として、

① 稲 以 外の主要作物（緑豆、大豆、 ト ゥ モ ロ コ シ、 落花生、 ジ ャ ガイモ、 タ バ コ 、 小麦など）

の品 種改良と栽培法に関する試験
② ト ウ モ ロ コ シ と 豆類の種子生産 、 増殖
③ 地域農業技術者 (prov i nc ia l techn i c i an ) の研修

を掲 げて い る。この他果樹の育苗試験も行 っ ている。
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H a t  Dok  K eo鹿 業試験場 は メ コ ン 川 の 河岸 に あ り 、 常 時 灌 祇 可 能 な 固 場面積 は 1 0 h aで あ る 。 土 填

は 沖 積 性 砂壌土 、 弱酸性 で か つ 肥沃度が高 い た め 、 1 年生作物並 び に 果樹 の 栽培 に 向 い て い る 。

し か し 本 試験場 で の 研究 槻能 は 十分 活 動 し て い る と は い い 難 い 、 と の 評価 が な さ れ て い る 。 そ

の 理 由 と し て 、 研究 ス タ ッ フ が 定着・し な い こ と 、 財政 支 援 が 乏 し い こ と 、 河 川 の 氾濫 の 危 険 性 が

高 い こ と 等 が 挙 げ ら れ て い る 。

( 2 ) S a l a kharn稲 作試験場 (S a l akham R i c e R e s e a r ch S t a t i on) 

1 9 5 4年 に 稲 の 研 究 セ ン タ ー と し て 設立 さ れ 、 F AO の 援助 の 下 に ラ オ ス の 中 央稲作試験場 と し て 長

く 試験 研 究 を 続 け て き た 試験場 で あ る 。 圃 場 面積 は 2 0 h a 。 研究 目 標 と し て

① 稲 の 品 種 改良 （ 新 品 種 の 導入 、 育種）

② 稲 の 種子 増 殖

③ 稲 作技術者 の 研 修

を 掲 げ て い る 。

現在試験 に 使 わ れ て い る 圃 場 は 8 haで あ る が 、 う ち 2 h a は 地下 水 を 利 用 し て灌漑可能で あ り 、 水

稲 2 期 作 の 栽培試験が実施 さ れ て い た 。 H a t Dok K eo 農業試験場 と 同様 に 、 年 間 に 消 化 で き る 試験

課題数 は 3 ~ 4 と 少 な い。 そ の 理 由 は や は り 人 的 、 資 金 的 な 問 題 で あ る 。

( 3 )  · N aphok農業試験場 (Naphok A gr i c u l t u r a l R e s e arch  S t a t i on )  

政 府 が 掲 げ て い る 食料 自 給 計 画 （穀類 の 増 産 、 作 付 品 目 の 多様化） を 遂 行 す る た め に は 、 膜業気

象 的 地域 区 分 に 従 っ て 膜業試験場 を適正配 置 し 、 研究 の レ ペ ル ア ッ プ と 有用 技術 の 開 発 を 図 る 必

要 が あ る 。 ま た 膜 民 の 指 導 、 教育 も 必要 で あ る 。 こ の よ う に 総 合 農業開発 プ ロ ジ ェ ク ト の 中 で 研

究 、 教 育 部 門 の 中 心場 所 と し て 、 UNDP 、 FAO の 協 力 の も と に 1 9 8 4 年 に 設立 が決定 さ れ た の がN apho

k農業試験場 で あ る 。

圃 場 面 積 は 3 0 h a 。 V i en t i ane市 か ら 2 5 km離 れ た 、 Xay t hany D i s t r i c t の Ban Tha Dok K h am に 位 置

す る 。 土 壌 は 代表 的 な V i en t i ane平 原 の 沖 積 土 で あ る 。 圃 場 は 淮 漑 、 排 水 が整 っ て お り 、 区 画 は 方

形 に 区切 ら れ て い る 。 設備 は オ フ ィ ス 、 実 験 室 、 倉庫 、 乾燥 舎 、 農 機 具 庫 、 宿 舎 が あ り 、 1 9 8 5年

か ら 整 備 が始 ま っ た 比較 的 新 し い 建物 で あ る 。

こ れ ま で の 研 究 実 績 は

① 水 稲 、 ト ウ モ ロ コ シ 、 サ ト ウ キ ピ 、 大 豆 、 緑豆 、 キ ャ ッ サ バ 、 緑肥 (Ses ban i a ) の 品種比較

試験 。 一 部 、 施肥 、 病 害 虫 に 関 す る 試験 も 含 む 。

② 稲 と ト ウ モ ロ コ シ の 種子増殖 。

③ 農業技術者 の 研修 。

で あ る 。

N aphok農 業試験場 で は 農業技術者研修 用 の 施設 、 備 品 が 整 っ て お り 、 こ れ ま で 4 5 名 の 技 術指導

者 （研 修 コ ー ス 終 了 者 ） を 送 り 出 し て い る 。

3 ) NAR C の 改革 提言

NARC は 発 足 し て 間 も な い 組織 で あ る 。 そ こ で 、 そ の 組織強化 の た め 以下 の 改革案 が提案 さ れ て

い る 。
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( 1 ) 今後 5 ~ 7 年の 近 い 将 来に お い て 、 研 究職員数 を 現在の2倍にする。 ま た 試験研究槻関 を
新たに2つ 創設 する。 一 つ は 畜産 、 家畜衛生 研究 所 、 い ま 一 つ は 農業 、 社会経済 の 分野も包括 し
た 農 林総 合 研 究 所である。

( 2 ) 鹿林 省傘下 の 現在 の 試験研究機関を 、 作物 生産 、 畜産、林業 の 各分 野 毎に再 編 整 備 す る。
(3) 農林 省 に 科学技術会議を 設立する。 科 学技術会議 の 評価委員 会 は NARC の 人事 、 財政 、 必 要

投 資、研究 計 画、研究成果 の エ パ リ ュ エ ー シ ョ ン を 行 う 。
(4) 地域別に農業研究 の 拡大を図る。 短期 計画では 、 V i ent iane 、 Champasak 、 Savannakh e t 、 L

uang Prabangの4地域を 重点と し た 研究強化を 行 う 。 既存の イ ン フ ラス ト ラ ク チ ュ ア ーは最大 限
に活用する と しても、 依然ス タ ッ フ の 確 保 や 財政 上 の 制 限が あ り 、 問 題 は 多 い 。

( 5 ) 農業研究と現場と の 結 合 を 強 めるた め 普及活動 を 強化する。 こ れ ま で の 研究の弱点は 、 そ
の 成 果が普 及 に 効 率 的に結 び付 か な い こ とで あ っ た 。 そ こで例 え ば、NARSと普及員と の 連携 チ ー

ムで膜 家 圃 場 を 使っ た 試験 を 組 み 立 て る と い う 試 み を 行 う 。 農 家 か ら の 情 報 は 次 の 研究 計 画 作 成
に フ ィ ー ド バ ッ ク される。

(6) 人 的 資 源 の 強化 、 能力 開 発を図る。 こ のた め NARCはそのス タ ッ フ に 全責任 を 持 ち 、 識員の
研 究の持続性 、 安定性を 保証 する必要がある 。

4 ) 人 的 資 源と研究 開発
( 1 ) 研究職員の研修
研究者の 資 質 向 上 の た め、 こ れまで に 29 名 の研 究職員 、 技術士を国 際機関 な ど に 派造 し て き た 。

研 修の分 野 と 課題 は 以下 のとお り で あ っ た 。
① 土 壌 （土壌分 折、土壌分類、施肥改善 ） 。
② 稲 作（品 質評価、遺 伝 資 源管理 、 病害虫 防 除、栽培法 ） 。
③ サ ト ウ キ ピ（栽培 、 品 種選抜 、 育種） 。
④ ト ウ モ ロ コ シ （交配法 、 栽培と病 害 防 除） 。
⑤ 植物 保護 （植物検疫と病害防除） 。
⑥ 種子増殖 （種子生産技術） 。
⑦ 普及 （計 画 法 、 研修 法 、 管 理 、 印刷 ） 。
今後も人 的 資 源の資質向上を図るた め 、 積 極 的に研 修 の 機会を 活用 する。
( 2 ) 研究 開 発
こ れ ま で 停 滞 気 味 で 調整が遅 れ ていた 研究 活動 であるが、最近は農業生産上有益ないく つ か の

成 果 が得 ら れて お り、 こ の 結果、稲 の 集約 栽 培地 域で は 単収 の 増加が顕著 に 認 め ら れ て いる 。 例
え ば稲の品 種育成 に つ い て は 、 乾期 、 雨期共 に 収 置の高 い い わ ゆる ダ プ ル ク ロ ッ ピ ン グの品種が
見いだ さ れ て いる。 CR-2 03, B-1014 , RD-10 , C Hと い った品 種 で ある。 ま た 雨期作で は 、 Sanpato
ng, Homma l  i .  Do Nang Nouan , Do Dok T i ou, RD-6 , RD-8といっ た 高収性の主要品 種が明 ら か にさ
れた。 そ の 他 、 I RR ! 、 ベ トナ ム食料公社との共 同 研究 でも いくつ か の 有望 品 種が選 定 さ れ て お り 、
現在普及に 移 す べく種子増殖が行 わ れて いる 。

一方栽培法 の 改善につ いても、稲 の 栽植 密度試 験 の 結 果 か ら 株間2 0cm x 2 0cmを 推奨 し 、 V i enti
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ane平 原 で は 多 く の稲 作 農 家 が現在 こ の栽植密度 を 採 用 し てい る 。 ま た サ ト ウ キ ピ で は 畦 幅 1 . 2 m を
推奨 し て 広 く 農 家 に 受 け 入 れ ら れ つ つ あ る 。

こ のよ う に研 究成果が、 具 体的な生産技 術として農 家 に 活用 さ れる場面が多 く なって きた こ と
は喜 ば しい 限 りで あ る。 し か し例え ば栽培 法の改 善 に 関 して も 、 栽植密度だ けではな く 、 基盤整

備 、 作型 、 水管理 、 雑 草 防 除 、 病害 虫 防 除 、 施肥 技術など、 多 く の解 決 しなけ れ ばな ら ない 問 題
を 抱えている。 また 研 究 対 象作物 も 、 稲に限 ら ず 、 キ ャ ッ サ バなどの食 用 作 物 、 サ ト ウキ ピなど
の工芸作物等 多 く の種 類 が あ る。

NARC の 組織として取り組 むべき研究課題は 多 い が 、 現時点で はスタ ッ フ の数 、 資金の不 足 か ら 、

短期 間で著 し い 研 究成果 を 期 待 するのは無 理であ る 。 研究 も ま ずは品 質比較試験な ど 実 用 性の高

い 項 目 か ら 始め、 徐々に研究内容の深 化 を図る べ きで あ ろ う 。 同 様に若 い 研究者 も 、 それ ぞれ ニ
ー ズに応 じ た割 ふ り を 考えて教育する必要が あ る。 さ ら に研 究者の職域の拡大 や 階級付け も 、 今

後の研 究 の 活性化に刺 激となる で あ ろ う。
5) 国 際機関に よ る研究協 力と研究環境整備
農業研 究の重要性は政府 も 認識 を 深めてい る と こ ろ で あ り、 試験研究体制の整 備 、 拡大が進 め

ら れ て き た。 ま た 一方 で は 国 際 機 関の資 金 援 助に よ る い く つかの プ ロ ジ ェ ク ト も 開 始され、 こ の
ような国 際機関から受ける資金 · 技 術 協 力 も ラ オ ス 国内の研 究斑壊整備に大 い に 貢 献 している。

( 1) 農業研究計画(UNDP/ADB/LA0/88/0 0 4)
前述の よ うに UNDPの 資金援助 で 発 足したプ ロ ジ ェ ク ト で、 そ の 目 的 はラオス国 内 での農業研究

体制の ネ ッ ト ワ ー ク を確立する こ とにあっ た 。

(2) 世 界 銀行の高地農 業 開発計画
世 界 銀 行の 資 金 援 助に よる高地農業 開発計 画 が 提案 さ れている。 そ の内容は高地作物 研究普及

セ ン タ ー を 国内 2 カ 所 （北部はV i ent iane県のHin Heup 、 南 部 は Champasak県のBan l t ou)に設立す

る も の で あ る。 Champasak県のBan I touの高 地 作 物 研 究普及 セ ン タ ー の場 合 、 設立の 目 的 に 掲 げ ら

れているのは焼畑による土地の荒廃 防止 、 高 地作 物の収董増大 、 輸 出 品 目 として 価値の高い コ ー

ヒ ー の品 質 向 上 、 セ ンター 内での普及員の研 修に よ る 膜業生産意欲の刺 激等で あ る。
6) 農業研究 を進めているNARC以外の プ ロ ジ ェ ク ト
NARC以外に も 農業研 究 を進めている プ ロ ジ ェ ク ト 研 究農場 がある。 その一例としてあ げ ら れる

のが、 今 回調査 団 が訪 問し、 またその後の調 査活 動 で も 多大の協 力 を 得たJ I CAの派造 専 門 家 、 安
尾博士が技術協 力 活動 を 行 っ て いるTha Ngon農場 で ある。

Tha Ngon農場は、 V i ent iane郊外のTha Ngon地 区 内 に あ り 、 お も に水稲を対象とした 灌 漑に よ る
農 業生産力向上の現地 実証試験センタ ー として設 立 さ れた。 1971 ---74年にか けて、 ア ジア開 発 銀

行 、 日本政府の資 金援助 を 受けて完成した も ので あ る。 灌漑の受益面積は6 1 0 ha 、 受益農家数は約

620戸。 しかし1975年の革命 後 、 運営予算 、 技術 者 不 足によ り 農場機能が著 しく 低下 し た。 そ のた
めラオ ス 政府は 1986年、 Tha Ngon膜場の再建 を 日 本 に 依頼 し、 日本の援助で農場 改 修 が 1987---89

年にかけて行 われた。 完エ 、 引 渡 しの後 、 日本か ら 技 術 専 門 家 が 派造され、 こ こ で営農 、 稲 作 の

指 導 を しているのが安尾博士 で あ る。
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Th.a Ngon農場 で は 、 管轄下 の 周 辺農 家 の 農 業 資 材 の 投下状況 、 経 営 調 査 を 行 う と 共 に 、 土 埃 診

断 、 施肥 、 水 管 理 、 品 種比較試験 に 基 づ い た 地域 膜業 の 技 術 開 発 と 普 及 を 行 っ て い る 。 例 え ば 、

Tha N gon地域 の 農 家 の 平均所有農地 は 、 水 田 1 . 9 h a 、 畑 1 . l h a で あ り 、 村 落 の 自 宅 か ら 水 田 ま で の

距 離 は 平 均 2 . 7 km で あ る 。 当 地 区 の土壌 の pH ( K C l ) は 4 . 4 ~ 4 . 9 で 、 土壌 の 有効 態 リ ン 酸 (Bray Il ) は

3 . 5 - 9 .  9 ppm の 範 囲 に あ り 、 有効態 リ ン 酸 が 多 い 土 壌 ほ ど 多収 田 で あ っ た ( 3 . 5 ppm で は 2 t/ha以下 、

9 .  9 ppm で は 3 . S t/ha以上 ） 。 ま た ベ ト ナ ム の CR-2 0 3 、 イ ン ド ネ シ ア の B- 1 0 1 4 と い っ た 新 し い 品 種 も

導入試作 し 、 多 収 で あ る こ と を 明 ら か に し て い る 。 こ の よ う に 、 農業試験場以外 で も 農業技術 は

創 出 さ れ て い る 。 た だ し Th a N gon農場 の 活動 の 当 面 の 目 標 は 、 地域 の 平 均単 収 2. 8 t/ha を 3 . S t/ha 

ま で 向 上 さ せ る 点 に あ り 、 そ の 一 環 と し て 研 究活 動 も 位 置 づ け ら れ て い る 。

2 .  農業教育 と 普及

1 ) ・ 農業教育

1 9 8 5 年 の ラ オ ス 政 府 資 料 に よ る と 、 ラ オ ス の 教 育 制 度 は 1 1 年 制 で あ り 、 初 等教育 の 小学校 ( 5 年 ）

は 全 国 で 7 , 5 0 0 校 、 生徒数 は 4 9 万 6 千 人 、 中 等教 育 の 中 学校 ( 3 年 ） は 4 9 5 校 、 生徒数 7 万 人 、 高 等

学 校 ( 3 年 ） は 7 0 校 、 2 万 人 の 在 学 数 で あ る 。 教 師 数 は 3 万 人 。 教育施設 の レ ベ ル は 、 小 学 校 が 部

落 、 中 学 校 が 町村 、 高等学校 が 郡 を 単 位 に し て い る と 考 え て よ い が 、 小学校教育 は青空教室 に 近

い も の も 多 い (Tha N gon膜場 の 近 く で の 観察 ） 。 学 期 は 9 月 か ら 始 ま る 。 1 5 ~ 4 5オ ま で の 識字率 は

8 5 ％ と 高 い 。 高 等学校 終 了 後 の 高等教育機関 と し て は 、 国 内 に 高 等 師 範学校 、 医療専門学校 、 郵 便

通 信 専 門 学校 な ど 大学 ま た は 単科 専 門 学校 に 相 当 す る も の が 8 校 あ る 。 農業 関 係 で は 大学 は な い

が 、 農 業 技 術 専 門 学校 (Agr i c u l t u r a l Co l l e g e) が 全 国 4 地 区 (Nabong V i en t i ane ,  S avann a kh e t ,  

Champ a s ack ,  L uan g P r abang) に 配 置 さ れ て い る 。 し か し 大学以上 の 上級 コ ー ス の 修 学 （学 士 あ る い

は さ ら に そ の 上 の 修 士 、 博士過程） は 、 ソ 連 、 東 ド イ ツ 、 ハ ン ガ リ ー 、 ベ ト ナ ム な ど の 共 産 圏 あ る

い は フ ラ ン ス 、 タ イ な ど へ の 国 外 留 学 し か道 は な い 。 1 9 8 5 年 の 統計 で は 、 海 外 留 学 生 は 過去 1 0 年

間 に 総 数 1 0 , 5 1 0 人 に 達 し て お り 、 そ の う ち 約 6 、 4 0 0 人 が留 学先 か ら 掃 国 し て 、 各部門 で就業 し
9

て い

る と の こ と で あ る 。 こ の う ち 何 名 が膜業関係 か は 不 明 で あ る 。 ま た Naphok農業試験場 の 例 の よ う

に 、 農 業 技 術 士 育 成 の た め 、 農業専攻学生 の 短期 研修 も 行 っ て い る (Naphok試験場 で は 1 7 名 、 4 カ

月 半 の コ ー ス ） 。

2 )  農業普及

5 カ 年 計 画 の な か で 農家教育 と 生産 体 制 の 強化 の 項 で も 述 べ た よ う に 、 政府 は 農 ・ 林 専 門 学 校

を 通 じ て 農業技術士 の 育成 に 努 め て お り 、 現在 は 1 県 あ た り 4 ~ 5 名 の 農業技術士 が配 置 で き る

よ う に な っ た と い う 。 国 内 の 稲 作 技 術 向上 の た め 、 毎年農林省か ら 各 県 に 技術士が派遣 さ れ る が 、

膜業技術者 の 多 く は 農林 省 の 中 枢 で 働 き 、 ま た は 都市 に 住 む こ と を 希望 し て い る の で 、 農業技術

者 の 不 足 に 悩 む 地方 の 県 は 多 い 。 そ の 結 果 、 技術 普及 担 当 者 の 不 足 あ る い は 普及組織 の 欠 落 に よ

っ て 、 農 家 に 試験研究成 果 の 恩恵 が も た ら さ れ な い と い う 問 題 が生 じ て い る 。 例 え ば優 良 品 種 を

知 ら な い 、 誤 っ た 肥料 、 農薬 の 使 い 方 を し て い る 等で あ る 。

農業 の 普及活 動 は 、 本 来 県 ま た は 郡 の レ ペ ル で の 行 政 の 責任 に 掃 す る も の で あ る 。 総 合 農 業 開
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発 プ ロ ジ ェ ク ト で は 、 普及効 果 を 高 め る た め 、 模 範農 家の 圃場 で 品 種比較試験の デ モ ン ス ト レ ー

シ ョ ン を 行 っ た り 、 ま た テ レ ピ 、 ラ ジ オ 等の マ ス メ デ ィ ア の 利 活 用 に よ っ て 、 限 ら れ た 普 及 要 員

の 中 で よ り 広域の農家 を 対 象 と し た 教育 ・ 宣 伝活 動 を 図 っ た り も し てい る 。 ま た 稲 と サ ト ウ キ ピ

で は 、 農家 を 対 象 と した 栽培 法の ト レ ー ニ ン グ コ ー ス も設 け ら れ て お り 、 さ ら に ラ オ ス 、 オ ー ス

ト ラ リ ア 共 同の家畜飼料 プ ロ ジ ェ ク ト で は 、 普及部門 を 持 ち 現場 への技術の伝達 も 積極 的 に 進 め

てい る 。 残念なが ら 現在の普及活動の多 く は V i en t i ane平原 に 限 ら れてい る の が実情 であ る が 、 今

後の ラ オ ス の鹿業発展上 、 膜民教育 、 す な わ ち 普 及活 動 が き わ め て 重 要な役割 を 果 た す で あ ろ う

こ と に つ い て の認識 は 行政 サ イ ド に 次第 に 浸 透 し つ つ あ る 。
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V .  ラ オ ス の稲作 と 病害虫 問題

1． 稲作概況

食糧作物として、 稲は第一 番 目 に重要であ って、 つ いで ト ウ モ ロ コ シ、 根菜類 （ タ ロ イ モ 、 サ ッ

マ イ モ 、 ジ ャ ガ イ モ ） の順になる。 キ ャ ッ サ バは政府の統計 1 ) には載 っ ていないが、 V i en t i an e か

ら 約 70km離れた Nam Ngun ダ ム の 直前 の農家 圃 場で、 我 々 も 目 撃している こ とか ら、 商 品価値は低

い も のの、 農家では小規模 （家庭菜園 的 ） に作 付している ものと思 われる。

国土 2 3 6 , 800km 2の う ち 、 山 脈、 丘 陵、 高 原が 90％以上を 占 め、 穀倉地は、 V i en t i ane、

S annakh e t 、 Champas a c k平野にみ られる。 全作物の作付面積は、 19 8 8 年で8 6 8 , 418haで、 耕作地の

利用 は表L5 に

示 さ れる。 稲

は そ の約 60%、

5 24, 800haであ

る 。 稲 の うち 全

表 L 5 ラ オ ス の 耕地利用 と 稲 作 ( 1 9 88年 ） l )

作 付 面 積

Cha ) （％ ） 

耕 地 （ 茶 、 コ ー ヒ ー 、 果樹 を 含む ） 868 .  4 1 8  1 0 0  
穀 類 8 1 4 , 5 0 0  

稲 524 , 8 0 0  6 0  1 00 
雨期作（主 と し て 天水 田 ） 3 1 1 .  3 0 0  5 9  
乾期作 （ 灌漑田 ） 1 1 .  4 0 0  ( 22 ) *  
陸 稲 （ 焼 畑 ） 2 1 3 , 5 0 0  4 1  

ト ウ モ ロ コ シ 37, 8 0 0  4 
根 菜類 27, 80 0  3 

雨期に水 田 （主

と して天水 田 ）

作付面積が5 9 % 、

陸稲 ＊ が41％を

占 める。 乾期 ＊ ： 延ぺ作付面 積 で 、 雨期 作 地 と 重 筏す る 。

に は、 灌 漑 田

も み 生 産 量 も み 収 量

( t ) （％ ） ( t/ha)  

I .  0 0 3 .  4 00  J O O I .  9 1  
686 ,  I 0 0  6 8  2 . 20  
34 , 5 0 0  3 3 .  02  

282 , 8 0 0  2 8  l .  3 2  

（ 全稲 田 の 2 2 % ） で、 感光性 の 低い近代改良品種 が作付 さ れ る 。 も み 収量 ( t/ha) は、 全 国平均で1. 9 

1、 雨期作で2 . 2 0 、 乾期作で3 . 02 、 陸稲で1. 3 2である。 州 ごとの作付面積は、 8 6 - 8 9 年の デ ー タ か

ら して も、 年による変動が著し く 、 順位 さ え 入れ替わ るが、 1 9 8 8 年では Savannakh e t 、 Champasa

c k、 O udomx ay 州 の 順序になる。 平均 も み 収 量 は、 V i en t i ane州で最高 3 . 42 、 最低はS ekong州 の 0. 6 

8 t/ha である。 首都であるV i en t i ane州 は灌漑面積 6 , 302ha で、 濯漑面積率は17％で最 も高い。 こ の

州 で の 平均 も み 収 量 は 、 灌漑 田、 天水 田、 陸 稲畑 で 3 . 3 9 、 2 . 8 5 、 1. 20 t/haである I ) 。

ラ オ ス にお け る米 （ も み ） の全生産量、 作付 面積、 平 均収量 の 51年以降 の 変化は、 我 々 が訪れた

他 の 3 国 （ タ イ 、 ネ パ ー ル、 フ ィ リ ピ ン ） と共に、 図L31に示 さ れている。

* : Ra i sと呼ばれ、 s w i ddens ( = s l ash and b u rn c u l t i va t i on 焼畑 ） である。

2 . 品 種、 肥培 管 理

ラ オ ス の稲作 の 特徴は、 モ チ 品種が き わ め て多い こ とである。 ラ オ ス には 3 つ の主要 な人 種 グ

ル ー プと6 8の少数民族がいる 8 ) 。 低地に住 む タ イ 族を除いて、 彼 らの多 く が モ チ 米 を主食として

いる 4 ) ＊。

Tha Ngon 国営農場地帯約 6 50ha で の 調査で は、 8 8年 雨 期作で2 6 品 種が作付 さ れた 。 そ の う ち
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3％が在来 種 、 76％が モ チ で あ っ た 。

乾 期 作 は 灌 漑 さ れ て い る 水 田 の

み で作 付可 能 で 、 感 光 性 の 低 い

近 代 品 種 で あ る 。 主 な 品 種 と 収

量 は 表 L6 に 示 さ れ る 。

稲 の 植 え 付 け 時期 は 、 原 則 と

し て 雨 期 で あ り 、 品 種 と 関 係 す

る 。 生 育期 間 は 在来 種 1 45 ~ 1 5 0  

日 、 改 良 品 種 1 25 ~ 1 3 0 日 で あ る 。

雨期 作 の 播 種 は 5 月 下旬 ～ 6 月

上 旬 ま で に 行 わ れ 、 1 0月 頃 出 穂

す る 。

＊ ： き き と り 調 査 で は 雨期 作 の

9 0 ~ 9 5 ％ が モ チ で あ る と い う 。

3 ． 病 害 虫

Sal akham R i ce Research S ta­

t ionか ら 、 1 9 75 ~ 1 9 88年 ま で 1 3

年 間 に わ た る 低地稲 研 究 に 関 す

る 報 告 書 が 出 て い る 6 ) 。 そ れ か

ら 該 当 部 分 を 引 用 す る 。
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a． 害 虫 の 発 生

図 L 3 1  タ イ 、 フ ィ リ ピ ン 、 ネ パ ー ル 、 ラ オ ス に お け る も みの 全生産 量 ( A ) 、
作 付 而 桁 (B ) 、 平均 収 最 (C) の 1 9 5 1 ~87年間 の 変遷 ”

表 L 6 Tha Ngon国 営農 場地帯 に お け る 主要 品 種 と 収 量
( t/ha 、 も み 、 1 9 89年 ） 5

）

I RR I で 示 さ れ た 碁 準 か ら 判 断 す る と 、 一 般 に

云 っ て ラ オ ス で は 害 虫 は 経 済 被害水 準 ( Econom ic

th reshol d l eve l ) に 達 し な い 。 例 え ば 1 9 8 6 年 雨

期 作 で は 、 Nong Heo に お け る Plant Pro tec tion  

Cen te r の 観 察 に よ る と 、 抵 抗 性 品 種 選抜圃 場 で 、

メ イ チ ュ ウ に よ る 被 害植物 は 0 ~ 5% 、 ga l l - m i d ge

で o . 8 ~ 3 . 8% 、 ト ビ イ ロ ウ ン カ 数 は O ~ O . 6／株 で

あ っ た 。 山 岳 地 帯 ま た は 森林 に 近 接 す る 平 地 で

は Ga l l - m i d ge と Lep toco r i s a に よ る 被 害 は 大 き

ぃ 。 ミ ズ ノ メ イ ガ 、 ア ワ ヨ ト ウ ( armyworm s ) 、 ス ＊ I :  RDの 奇 数 番 号 は も ち の は ず だ が ” で は う る ち と し
て い る 。

リ ッ プ ス は 年 と 場 所 に よ っ て 発 生す る 。 ＊2 : ベ ト ナ ム 経 由

1 9 8 7 年 乾 期 作 で は 心 枯 率 は Nong Heo で 2 . 5 ~ 3 . 9 % 、 Si than tay で 2 . 2 ~ 6 . 6% 、 白 穂 率 は 3. 2 と 2 .

品 種 名 由 来 雨期 ： 乾期
I 

I 

CR 2 03 う る ち イ ン ド＊2 2. 9 9  : 2 . 97  
B 1 0 1 4  II イ ン ド 3. 5 9  : 3 . 5 7  
K hao Hom llal i  II 夕 ィ 2. 67 : 
RD 8* 1  も ち II 2 . 87 : 
RD J O  II II 2. 78 : 2 .  5 9  
I R  789 II I R R I  2 . 7 9  : 2 .  1 8  
RD 6 II 夕 ィ 2. 75 : ＇ 
San Pa ton II 在 来 2. 6 5  : 
Dok May II II 2. 3 3  ， : 
Mome Ma ly  N i ao II 99 3 . 1 9  : 
Feuang Leuang II II 2 . 8 8  : 
Khao Nam l!an II II 3 . 09 ! 
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2 .  5 ％ で あ っ た。 も っ と も 高 い 被害は 、 RD l O で 20- 2 5 . 9 ％ の 心枯率 、 1 3 - 1 6 . 1 ％ の 白 穂 率 で あ っ た 。

ト ビ イ ロ ウ ン カ はV i en t i ane平原 で RD l O や I R8 4 8- 1 2 0 のよう な感受性 モ チ 品 種 で ひ ど く な り つ つ

あ る。 農家 圃 場 で は約 3 0 ％ の 坪枯れを み た 。 ト ビ イ ロ ウ ン カ による被害は通常 4 月 中 旬の暑 く 乾燥

し た 天候 の 期 間にみ られる。

b． 殺虫剤の使用

1 作 に一 回 必 要 な らば散布するように勧 め ている。 通常は虫 の 密度 が 低 く 使用 す る に は及ば な

い。 そ れよ り も耐 虫性品種 の 利 用 を は か り た い。

メ イ チ ュ ゥ 類 がETLに達した と き 、 d i az i non 14G の 施用 が望 ましい。 そ の 施用 に よ っ て4 20k g の

も み ／h a の 減収 を 防 ぐ こ と が で き る 。 4 20kg の も み は 2 2 , 2 6 0 k i p s *  1 に相 当 し、 薬剤費 は 8 , O O O k i p s 

( 1 . O O O k i p s/kg) で あ る。

そ の ほ か S ev i n 8 5  WPを 2 kg有効成分／haの 割で ス リ ッ プ ス 、 ア ワ ヨ ト ウ 、 ク モ ヘ リ カ メ ム シ 等

の 防 除 に使用 す る 。

* 1 :  1 9  90年 2 月 現在 、 US$1. 00= 7 0 0 k i p s 

C ． 抵抗 性 品 種

I R 4 2 、 CR 203 、 I R 2 8 2 3-103 （ い ずれ も う る ち ） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ト ビ イ ロ ウ ン カ 抵抗性

S a l akham 2 - 9 -1 、 S a l akh am 1-7 - 2 ・ ・ ・ ・ （他 の も ち 品 種よ り ） ト ビ イ ロ ウ ン カ は少ししか つ か ない

B 101 4 bpN 1 8 -1-4 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ メ イ チ ュ ウ 抵抗性

NN 7 5 - 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ . . G a l l -m i d geにや られた 後 の 2 番 芽生えによる収 穫

B 101 4 bpN 18-1-4 、 CR203 、 S a l akham 1-7 -2 、 S a l akham 1 - 3 - 2 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 白 葉 枯抵抗性

S a l akharn 1- 7 -1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ イ モ チ 抵抗 性

I R  2 5 3-1 00 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 倒伏抵抗性 、 あ ら ゆる病気に対 し耐 性

RD 10 、 S a l akh am 1- 3- 2 、 I R  8 4 8 -120 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ト ビ イ ロ ウ ン カ 感受性

ラ オ ス の 稲 作 は 、 民族 ・ 山地か 平地か によ っ て 、 わ かれ る が大部分 が 「 モ チ 」 水稲 で あ る 。

「 モ チ 」 の 水 田 栽培 で は 、 ト ビ イ ロ ウ ン カ が 多発 する こ とは 、 よ く 日 本で 知 られている。 か かる

点 で は ラ オ ス は ト ピ イ ロ ウ ン カ の 調査には き わ め て好 適 なと こ ろ か も 知れない。
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VI . 森 林 ・ 林 業 事 情

1 . 森 林 ・ 原 野 の 現 況

前 述 し た よ う に 、 2 . 37 0 万 磁 あ る 国 土面 積 の 約 9 3客 、 約 2 , 200万磁 が 荒廃 地 を 含 め た 森林 原 野 で

あ る と さ れ て い る 。 気 候 的 に は 中 ・ 南 部 は 熱 帯 季 節 林帯 、 北部 は 亜 熱帯 季 節 林 帯 に 属 し 、 隣 合 う

タ イ に 類 似 し た 気 候 で あ る 。 た だ 雨 期 ・ 乾 期 と も タ イ と 比ぺ る と 降水 量 は 多 く 、 よ り 湿 油 と 考 え

ら れ る 。 ま た ネ パ ー ル と 同 様 に 山 岳 国 で 平 坦 地 の 割 合 は 非 常 に 小 さ い が 、 氷 雪 地 帯 が広 い ネ パ ー

ル と 異 な っ て 、 最 高 標高 が2 . 8 0 0m 程度 で 、 ほ と ん ど の 地 域 は 2 , 5 00m以 下で あ る 。 し た が っ て 基 本

的 に は 国 土 全 体 の 潜 在植 生 は 森 林 で 、 植物 生産 に と っ て は 良 好 な 自 然環境 と い え よ う 。

ラ オ ス は 広 域 的 な 森林 帯 と し て 次 の よ う に 3 区 分 さ れ て お り 、 二 次 的 あ る い は 特 殊 な も の と し

て 2 種 が あ げ ら れ て い る 。 ① 常緑 樹 林帯 （ 約 3 44万 磁 ） 、 ② 常緑 ー 落 葉 樹 混交林帯 （ 約 5 6 9 万 磁 ） 及 び

③ 落 葉 樹 林 帯 （ 約 1 6 6 万泣 ） が そ れ に あ た り 、 他 に マ ツ 林 （ 約 2 5万磁 ） と タ ケ 林 （ 約 6 0 万 磁 ） が あ る と さ

れ て い る 。 な お こ の 統計 は 1 9 73年 の メ コ ン 委 員 会 に よ っ て ラ ン ド サ ッ ト 衛 星 を 使 っ て 作 成 さ れ た

デ ー タ で あ り 、 以 降

も い ろ い ろ な 形 で い

ろ い ろ な デ ー タ が 出

て お り 明 確 な 数 値 は

な い 。 現 在 地 上 調 査

に よ っ て 森林 の 現 況

が把 握 さ れ つ つ あ り 、

よ り 詳 細 な デ ー タ は

し ば ら く 待 っ こ と に

な る 。

こ れ ら の 森林 帯 毎

の 主要 植 生 は 図 L32
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地 に か た ま っ て 分布

す る 。 た だ 統計 に あ

る 竹林 は 焼 畑 と 関 係

が 深 く 、 明 確 な 分布 図 L 32 ラ オ ス の 潜 在植生 ( MacK i nnon and MacK innon 1 9 8 6 に よ る ）

- 109-



特性 を 持 っ て い な い 。 こ れ ら の 森 林 型 が実 際 に ど の よ う な 植 物 で構 成 さ れ て い る の か は 非 常 に 同

定 が 困 難 で あ る が、 隣接 の タ イ や ベ ト ナ ム の デ ー タ か ら 判 断 す る と 、 低地 の 代 表 的 な 樹 木 は フ タ

バ ガ キ 科植物 で あ る と 考 え ら れ る 。 ま た フ タ バガ キ 科植物 に 付 随 し て ロ ー ズ ウ ッ ド ( Dalberg i a

sp . ） や カ リ ン ( Pterocarpus sp. ） 、 コ ク タ ン (Diospyros sp. ） や チ ー ク ( Tec tona g rand i s ) な ど の 届

木 と 称せ ら れ る 非 常 に 貴 重 で高 価 な 木材 を産 出 す る 植物 に よ っ て 構 成 さ れ て い る も の と 判 断 さ れ

る 。 標 高 7 0 0 - 1 , 5 0 0m で は い わ ゆ る カ シ や シ イ を 主体 と す る 照葉 樹 を 中 心 と し た 樹 種 で構 成 さ れ 、

マ ツ 類 が 混 生 す る 森林 で あ ろ う と 考 え ら れ る 。 九州 南 部 の 植 生 に 類似 す る も の と 判 断 さ れ る 。 そ

れ 以 上 の 標高 で は 落 葉 広 葉 樹 林 帯 と な っ て 、 ナ ラ 類 な ど が森林 を 構 成 す る も の と 判 断 さ れ る 。

中 国

ベ ト ナ ム

4 1 .  9 0 0  ( 5  

( 5 7v 

＇
 ／
 

'‘
 ー

Oudomsai  
230 .  0 0 0  ( 1 5 )  

タ イ

J.
 

図 L 3 3 ラ オ ス の 1 9 8 1 年 時 点 の 県 別 推 定 森 林 面 積 と 森林 率

カ 、ー ボ｀ ジ ア
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2 , 2 0 0 万 認 も の 森林 原 野 が あ る と さ れ て い る が 、 こ の う ち 実 際 に 森林 の ま ま の こ さ れ て い る 面 梢

は 、 1 9 4 0年 時 点 で約 I . 65 0万ha（ 国 土 の 70tば ） 、 1 9 73 年 時 点 で L 1 2 0万ha （ 国 土の 47t採 ） と フ ラ ン ス に

よ る 占 領 時 代 、 計 画 経済 国 時 代 を 経 て 順 次 減少 し て い っ た 。 参考 と し て 示 し た 1 9 8 1 年 時 点 で の 森

林 分布 は 図 L3 3 に あ る よ う に 南 部 諸 県 で 割 合 が高 く 、 北部 の ベ ト ナ ム 寄 り の 、 以 前 か ら 開 発 が進

ん で い た 旧 王都 、 Luang Prabang周 辺地 域 で 非 常 に 低 い 数 値 と な っ て い る 。

ま た 農 業事 情 の 項 で説 明 し た よ う に 、 ラ オ ス

の 農 業 は 稲 作 中 心 で あ る が 、 特 に 水 田 の 割 合 が
表L7 1 98 0 年 時点 の ラ オ ス の 林地 (FAO 、 1 98 8 )

低 い こ と が特 徴 で あ る 。 と い う こ と は 森林 を 伐

開 し 、 陸 稲 を 育 て る い わ ゆ る 焼 畑 農 業 が 中 心 で

あ る と い う こ と で 、 稲 作 全 体 に 占 め る 移 動 焼 畑

の 割 合 は 40 . 7tぢ に 達 す る と さ れ て い る 。 し た が

っ て 現 存 す る 森林 の 質 の 低下 は 非 常 に 進 ん で い

て 、 1 9 88年 に 発 表 さ れ た 1 9 80年 時 点 の FAO統 計

に よ れ ば 全 国 で焼 畑 跡地 や焼 畑 が原 因 と 考 え ら

れ る 広 葉 樹 疎 林 の 面 積 が そ れ ぞ れ 5 0 0万芦 、 5 22

万 磁 と 国 土 全 体 の ほ ぼ半 数 に 達 す る （ 表 7 ) 。

以 上 が ラ オ ス の 森林 の 現 況 で あ る が 、 現 在 進
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め ら れ て い る 全 国 の 森林 調 査 に よ っ て 、 近 々 正

確 な デ ー タ が得 ら れ る も の と 考 え ら れ る 。 な お 、

世 界銀 行 の 統 計 予 想 に よ れ ば 森林 原野 と し て 登 録 さ れ る 面 積 の 概 数 は お そ ら く 1 . 6 0 0万磁程度 に な

る も の と み な さ れ て い る 。 そ の う ち 国 土 の 40�邸 を 占 め る 標 高 1 0 0 0 ~ 2 0 00mの 地 域 で は 樹 種構 成 等の

理 由 で 商 業 的 な 林 業 開 発 は 困 難 と さ れ て い る 。 こ の 中 で 実 際 に 木材生産可能 な 森林 面 積 は 約 5 ~ 6

0 0万 立 と 考 え ら れ て い る 。

2 . 森 林 の 利 用

ラ オ ス は 人 口 に 比 し て 可耕 地 面 積 は 比 較 的 広 く 、 焼 畑 農 民 の 低地へ の 定 着 に は 論 理 的 に は 余 力

が あ る 。 す な わ ち 森 林 国 の 一 つ と し て 考 え て も よ い 潜在 的 条件 を 十分 保 持 し て お り 、 し た が っ て

取 り 扱 い に よ っ て は 森林 を 木材生産 を と お し て 外 貨獲 得 の 場 と し て 利 用 す る こ と は 今 後 き わ め て

重 要 と な っ て く る も の と 考 え ら れ る 。 現在 も 、 国 全 体 の GNPの う ち 1 0 - 1 5布 を林 業 が 占 め て い る 。

な お 国 全 体 の 最 大 の 産業 は 農 業 で 全 GNP に 占 め る 割 合 は 約 6 5 t腐 と な っ て お り 、 工業 な ど そ の 他産

業 は わ ず か に 2 0字 強 と な っ て い る 。 林業生産量 は 、 1 9 8 2年 に 1 4. 6万が で あ っ た も の が 1 9 8 6 年 に は

2 6 . 3 万記 と な る な ど 、 近 年 増加 し て お り 、 GNP シ ェ ア の 増 大 が予 想 さ れ て い る 。

た だ ラ オ ス 政 府 は 計画 経 済 か ら 自 由 経 済 に 変 わ り つ つ あ る 現 状 を 反 映 し て 、 林 業 や 森 林 管 理 に

た い し て 明 確 な ポ リ シ ー を 持 っ て お ら ず 、 現 在 自 由 経済 圏 の 状況 に 合 わ せ た 方 法 を 模 索 し て い る

段 階 で あ る 。 焼 畑 な ど の 森林 破 壊 に 対 し て も 従来 と 同 様 、 ほ と ん ど規 制 し て い な い 現 状 で あ る 。

し た が っ て 、 現在 の 最 も 重 要 な 森林 利 用 は 焼 畑 と い っ て も 過 言 で は な い 。 ま た 、 ネ パ ー ル で み ら
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れ た よ う な 土砂 崩 壊 防止 や遺 伝子保全 と い う 観 点 か ら の 森林 管理 も ほ と ん ど な い と い っ て よ い 。

わ ず か に 森林伐採 に 関 し て は 伐採権 の 規 定 が あ る 。 し か し な が ら 保続林業 と い う 視 点 に 乏 し く 、

現 状 は 森 林 か ら の 一 方 的 収 奪 で あ る 。

l )  木材産業 の 現 状

前 述 の よ う に 、 産 業用 木材生産量 は 近 年 増 大 し て い る が 、 焼 畑 な ど で劣 化 し た 森林 が広 い た め

に 今 後 ど の 程度 ま で 増 大 可 能 か 、 予 測 は 困 難 で あ る 。 特 に 森林 を 保続 的 に 利 用 ・ 管理す る と い う

林 業 の 基本 が十分守 ら れ て い な い し 、 そ の 後 の 計画経済 の 段 階 で も 保 続 的 管理 に つ い て の 政策 の

実行 は 希 薄 で あ っ た 形跡 が あ る 。 そ れ が現 存 す る 造林 地 が 1 . 0 0 0 � 程 度 と い う 数 値 に 表 れ て い る

し 、 伐採 後 の 十分 な 管理 が な さ れ て い な い 現 状 、 さ ら に 焼 畑 に 関 し て 制 限 を加 え て い な い 現 状 に

反 映 さ れ て い る 。 開 発途 上 国 の 経済 的 自 立 の 第 一 段 階 は 、 起 爆 剤 と な る 資 金の 獲 得 で あ り 、 人 口

が比 較 的 少 な く 、 森 林 が 潜在植 生 で あ る 場 合 は 木材 輪 出 が最 も 適 切 な 起 爆 剤 と し て 位 置 づ け ら れ

る 。 実 際 に FAOや 世界銀行 も ラ オ ス の 将 来 を 握 る の は 木材 で あ る と う た っ て い る 。

産 業 用 木材 の 伐採 は 政 府 あ る い は 地 方 自 治 体 に よ っ て 管理 さ れ て い て 、 伐採 権 は 国 営 森林 企 業

及 び 公 的 な 企 業 に 与 え ら れ て い る 。 ま た FAOの 見 積 で 1 耐 ／year/man程 度 と さ れ て い る 燃 料 材 の 伐

採 も 同 様 に 管理 さ れ て い る 。 伐採 さ れ る 産 業 用 木 材 は 、 利用 可能 な 約 8 0 種 に も の ぽ る 樹 種 の う ち

わ ずか 唐木 と 呼 ば れ る シ タ ン 、 コ ク タ ン 、 カ リ ン な ど の 高 価 値材 約 1 5 種 に 限 ら れ て い て 、 そ の 他

の 有 用 樹 は 林 地 に 放 置 さ れ る か 収穫 さ れ た と し て も 劣 悪 な 貯蔵 ・ 輪 送 技 術 や 低 い 加 工 能 力 と い う

問 題 の た め 、 品 質 の 低下 が著 し い 。 こ の よ う な 非 常 に 大 き な 資 源 浪 費 が問 題 と さ れ て い る 。

ラ オ ス の 林業 ・ 森林産 業 の 進 展 を 阻 害 し て い る 要 因 と し て 次 の 点 が 国 際 機 関 等 に よ っ て 指 摘 さ

れ て い る 。 ①地方財政資 金 の 限 界 、 ②伐採 可能 な 森林 の 不 足 と 不 適 正 な 森 林 の 管 理 方 法 、 ③ 旧 式

の 伐木方法 と 技術 、 ④技術者不 足 、 ⑤ 国 営林 業 公社 の 管理 能 力 と 手続 き の 処 理 能 力 の 不 足 、 ⑥ 未

整 備 な 輪 送 手段 、 ⑦ 輸 出 市場情 報 の 不 足 、 さ ら に ⑧不 適 切 な 価 格 政 策 な ど が 問 題 と な っ て い る 。

こ れ を 受 け て ラ オ ス 政府 は 以 下 の 実 行 を 始 め て い る 。 ① 国 営林業公社 の 直 面 し て い る 財政 問 題 の

調 査 、 ② 公 社 の 運 営 に 支 障 を き た す要 因 の 摘 出 と 除去 、 ③木材 価 格 の 調整 、 ④ 木材及 び林 産 物 の

生産 量 増 大 、 ⑤ 造 林 事業 の 拡 大 、 お よ び⑥公社 と 政府林業 部 門 の 制 度 に よ る 能 力 向 上 な ど で あ る 。

ラ オ ス は 潜在 的 に シ タ ン や コ ク タ ン の よ う な 貴重材 を 今 後 と も 生産 し やす い 国 で あ る 。 ま た 高 海

抜 地 で は 建築材 に 使 え る 針葉樹材 を 生産 で き る 条件 に 恵 ま れ て い る 。 荒廃 地 の 造 林 な ど 今 後 保 続

林 業 を 進 め る た め に は き わ め て 好適 な 国 と 考 え ら れ る 。

2 )  焼 畑 農 業 の 抑 制 方策

す で に 統 計 で 示 し た よ う に 国 土全 体 の 半数 程 度 が焼 畑 農 業 に よ っ て 劣化 ・ 荒廃地化 し て い る 。

森林 の 保 全 や 国 土 の 保 全 に 際 し て は 、 し た が っ て 焼 畑 農 業 の 伝 統 を い か に 他 に 転化 す る か に か か

っ て い る 。 こ の 問 題 は 必 ず し も ラ オ ス に 限 ら ず 、 他 の 開 発 途 上 国 に 共 通 と 言 っ て い い ほ ど 普 遍 的

な 問 題 で あ る と さ れ る 。 同 時 に 焼 畑 か ら の 転換 が 非 常 に 困 難 で あ る と い う 事実 も 存在す る 。 し か

し な が ら 人 口 が少 な い 間 は 余 裕 が あ る が 、 タ イ や フ ィ リ ピ ン の よ う に 人 口 が多 く 、 焼 畑 頻 度 が増

大 す る と な る と 問 題 は き わ め て 重 大 と な る 。 ラ オ ス 政 府 は こ の 点 を 配 慮 し 、 1 9 9 0年 ま で に 焼 畑 農

業 地 域 を 3 0�踪 ま で に 減少 さ せ る 目 標 を 立 て た が 、 必ず し も 成功 し て い な い 。 特 に 北 部 は ケ シ で有
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名 な 黄 金 の 三 角 地 帯 で 、 こ こ で の 成功 が強 く 求 め ら れ て い る 。

ラ オ ス 政 府 の 焼 畑 減少 の 基本 方 針 は 、 山 岳地帯 で焼畑 を 行 っ て い る 農 民 を 低地灌漑水 田 に 定 着

さ せ る こ と で あ る 。 し か し 特 に 北部 で は 水 田 適地 の 面 積 は 少 な く 、 た と え 移住 が可能 で あ っ て も

灌 漑 開 発 や 移 住 に か か る 経 費 は 政 府 を 直 撃 し て い る 。 ま た 、 ネ パ ー ル の よ う に 棚 田 を 作 る 試 み も

あ る が 、 造 成 に 経 費 がか か り す ぎ 、 さ ら に 多 大 な 労 慟 力 を 必要 と す る の で 、 定着 に 困 難 が あ る 。

ま た 焼 畑 を 伝 統 的 文化 と し て 継 承 し て き た 部族 の 歴史 の 重 み は 無視 で き な く 、 低地 に 定着 さ せ て

も す ぐ に 山 に 戻 っ て し ま う 例 は き わ め て 多 い 。 そ こ で焼 畑 を 完 全 に 除 去 で き な い と い う 前提 の 下

に 、 環 境 保 全 上重 要 で あ る 標高 の 高 い 急傾斜 地 を 中 心 に お い て 焼 畑 を 軽減 す る 模 索 が始 ま っ て い

る 。 歴 史 ・ 文化 と の 関 わ り も あ り 、 と り あ え ず は 65 も あ る 部族毎 、 地 域毎 に フ ィ ジ ビ リ テ ィ ス タ

デ ィ ー を 始 め る こ と が提 言 さ れ て い る 。

3 )  環境保全 と 遺 伝子 保 全

人 口 が少 な く 、 土 地利 用 頻 度 が そ れ ほ ど 高 く は な い た め 、 ネ パ ー ル ほ ど の 深 刻 な 土砂 崩 壊 の 危

険 は な い が 、 今 後 の 人 口 の 増 加 や耕 地 面 積 の 拡 大 に と も な っ て タ イ と 同 じ 様 な 厳 し い 荒廃地化 が

進 む 可 能性 も あ り 、 現在 は ラ オ ス 国 土 に と っ て 非 常 に 重 要 な 時期 と な っ て い る 。 し か し な が ら 政

府 は 環境 保 全 的 林地 利 用 の た め の 方策 を 、 焼 畑 農 民定住化政策 を 除 き 実行 し て は い な い 。 FAO は

こ れ に 対 し て 、 土 、 水 、 森林 、 野 生生物 な ど の 資 源 の 保 全 を 人 ロ ・ 社 会体 制 と の 謂和 を 保 ち な が

ら 実 行 す る こ と を 提 言 し て い る 。 さ ら に こ れ を 進 め る た め の 基 本 と し て 森林 資 源 調 査 計画 の 実施

と 環 境 変 動 評 価 に つ い て の 速 や か な 実 行 が必要 で あ る と し て い る 。

こ れ ら の 自 然環 境 保 全 に 加 え て 、 遺 伝子 や 野 生生物 保 全 に つ い て も FAOの み な ら ず I UCN （ 国 際 自

然 保 護 連 盟 ー 非 政 府 機 関 ） か ら の 提 言 が あ る 。 I UCN は た と え ば 国 立 公 園 と い う 形 で の 特 定地 域 の

保 全 を 求 め て い る 。 す く な く と も タ イ ・ ビ ル マ か ら ベ ト ナ ム ・ カ ン ボ ジ ア に か け て の 地 域 は 昔 か

ら 人 口 が多 く 、 開 発 が進 ん で い る た め に 貴 重 な 植 生 や 野 生生物 の 生 息 す る 生態 系 が破 壊 さ れ て き

た 。 こ の 地 帯 の 中 で 、 中 国 南 部 と ラ オ ス と ベ ト ナ ム を 隔 て る 山 岳地 帯 は 生 活不 適 地 が多 く 、 人 口

が少 な か っ た と い う 生態 系 が残 る 条 件 が あ っ た た め 、 比 較 的 好 適 な 森 林環 境 が保 た れ て き た 。

こ の 動 き に 対 し て 、 表 8 の よ う に ラ オ ス 政 府 は 現 在 前

向 き に 対 応 し て い て 、 全 国 の 森林 の 今 後 の 利 用 形 態 と し て

全 森林 面 積 の 過 半 （ 約56 t腐 ） を 野 生生物 な ど 自 然 環境 保 全 に

充 て る と い う 方針 を 打 ち 出 し て い る 。 IUCN が 提 案 し てい る 、

保 全 すべ き 地 域 の 位 置 と 面 積 、 保 全 さ れ る 植物 生 態 系 と 保

全 に 当 た っ て の 重 要 度 に つ い て は 図 L 34 と 表 L 9 に 示 し た

通 り で あ る 。 今 後 ラ オ ス 政 府 は こ の 提 言 を 受 け て 提 案 さ れ

た 地 点 の 人 口 の 動 向 、 生 活 し て い る 部族 の 歴 史 や 生 活 実 態

な ど を 勘 案 し な が ら 選択 を 進 め る と い う こ と に な ろ う 。 と

も か く 合 計 で 約 480万芦 の 地 域 が提案 さ れ て い る の で 、 全

て を 一 括 し て 選 ぷ と い う こ と で は な く 、 特 に 必要 な 地 域 か

ら 順 次 選 定 す る こ と と な ろ う 。
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表 L 8 政府 に よ る 森林原野利 用 方針

利 用 形 態

保 護 林
環境保全林
木材生産 林

合 計

予 測 面 積

95 0万ha
25 0万ha
5 0 0万ha

I .  7 0 0万ha

保護林 ： 国 立 公 園 ・ 野 生 鳥 獣 保 護 区 他
環境保全林 ： 水源かん登 ・ 崩 壊 防止他
木材生産林 ： 天 然林 ＋ 今後の造林地



注 ： I UCN - I n tern a tional Uni  on for 

Cons e rvat i o n  of  Nature ー は 国 連 の 機 関

で は な い 非 政 府 国 際 機 関 で は あ る が 、 自

然 環 境 保 全 に 対 し て 高 い 権威 を 持 っ て い

る 。 世 界 の 国 立 公 園 の 設 置 基 準 な ど は こ

の I U CN基 準 が用 い ら れ て い る し 、 ワ シ ン

ト ン 条 約 と も 関 係 が 深 い 。 WWF - Wor l d  

W i l d l i fe Fu nd ー と な ら ん で 生 態 系 保 護

な ど 、 自 然環 境 保 全 に 大 き な 役 割 を 演 じ

て い る 。

3 . 林 業 関 係 の 行 政 組織 、 試験研 究機 関 、

林 業 教 育 と 普及

国 全 体 の 行 政 組 織 は 計 画 経 済 圏 か ら 離

脱 し つ つ あ る 現 状 を 反 映 し 、 き わ め て 最
冒

近 上層 部 の 組織 が 固 ま っ た 段 階 で あ る 。
H - h igh  pr i o r i ty 
H - moderate  pr i or i ty 

こ れ か ら 下 部 組 織 が作 り 替 え ら れ る こ と

に な っ て い る 。 現 在 ま で に 暫 定 的 で は あ

る が決 め ら れ た 中 央 官庁 と 農 林 省 の 組織
図 L 34 保 護 区 候 補 地 と 設定優先度 （ 表 L 9 参 照 ）

と 地方組織 は 図 L4 と 図 L5 （ 前 出 ） の よ う に な っ て

い る 。 こ の な か で林業部 門 は 農 林 省 の 一 部 局 （ 森

林局 ） と 位置 づ け ら れ て い る 。 林業 担 当 の 副 大 臣

が い る か ど う か は ま だ不 明 で あ っ た が 、 現在農

業 部 門 の 一 部 と し て 機能 す る の か 、 あ る い は 日

本 と 同 様 独 立 部 門 と し て 位置 づ け ら れ る の か現

在 検 討 中 と い う こ と で あ っ た 。 と も か く ど こ で

も そ う で あ る が 、 森 林部 門 は 国 土保 全 と 生産 の

板挟 み に あ っ て 帰屈 が難 し い 側 面 を 持 っ て い る 。

林 業 が 森 林 か ら の 収 奪 に 中 心 が お か れ て い た

経緯 も あ り 、 特 に 試験研 究 の た め の 林業 試験 場

と か 森林 研 究 所 の よ う な 機 関 は 設 置 さ れ て い な

い 。 現 在 は 行 政 と 研 究 ・ 技 術 が 混在 し た 国 立 事

務 所 ( National Office ) が お か れ て い る が 、 政府

に よ る 森林・ 林 業 の 重視 政 策 が今 後 進 め ら れ る

見 通 し で あ る の で 、 お そ ら く 国 立事 務 所 を 核 と

し て 近 い 将 来 に 研 究 機 関 が作 ら れ る も の と 予 想
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表 L 9 保護 区 と し て 提案 さ れて い る 主 な 森林原野

場所 図 中 番号 森林 型

Xe P iane 4 乾 燥 常緑
Dong Ampham 1 5  山 地 蕗 葉
X e  Bang Nouane 2 2  フ タ パ ガ キ
Nam Kad i n g  44  乾 燥 常緑
Phou Xang He 3 半常紐
Nam  Ila  6 山 地 常緑
Nam Yo 5 0  乾 燥 常緑
Nam Chuane 1 2  山 地 落葉

林 Nam Theun 1 3  山 地 常緑
Na Kai  P l a teau 2 乾 燥 常緑
Xe Bang Fai 5 1  マ 1 • 石灰岩
Nam Poui  7 混交 落葉

湿地
豆 Bung Nang Ngom 38 沼地

Paksane/Pak Sa 65 沼地

注 ： 乾 燥 常緑 一 乾燥常緑林
山 地 落葉 ー 熱帯 山 地落葉林
フ タ パガ キ ー 乾 燥 フ タ パガ キ 林
半常緑 一 低地半常緑林
山 地 常緑 ー 熱帯 山 地 常緑林
マ ツ ー マ ツ 林
石灰岩 一 石灰岩菰 物 社 会
混交落葉 一 混交落葉林

面 積 （ 万 以

1 4 . 4 
1 6 .  2 
1 2 .  6 
1 2 .  9 
7. 5 
8 .  7 
6 . 0 

20 . 8 
1 6 .  3 
1 6 . 2 
J O . 3 
1 4 .  8 

0 .  I 
0 . 6 



さ れ る 。 な お 現 在 設 置 さ れ て い る 国 立 事 務 所 は 、 環境 保 護 に 関 す る 事 務 所 、 資 源 調 査 ・ 森 林 管 理

に 関 す る も の 、 野 生 生物 ・ 水産 に 関 す る も の 、 森林保 護 に 関 す る も の 、 及 び造 林 に 関 す る 事務 所

で あ る 。 各 国 立事 務 所 は 複数 の 、 地 域 に 分 散 さ れ た 支 部 ( Po s t ) を 持 っ て お り 、 地 方 の 情 報 を 得 て

い る 。

一 方教 育 訓 練機 関 に つ い て は 、 高 等林業教育 の 場 と し て Dongdok Techni cal  Fore s t ry I ns t i tu 

te （ 別 の 組 織 図 に よ れ ば ー Dong Dok Forestry  Superior  Schoo l ) がVi enti ane に 作 ら れ て い る 。 近

い 将 来林 業 大 学 に 昇 格 さ せ る よ う に 努力 し て い る と い う 話 で あ る が 、 現在 は 高 等学校 ま で の 基 礎

教育 を 終 了 し た 後 2 年 あ る い は 3 年 間 の 専 門 教 育 を 行 う 組織 と し て 機 能す る に と ど ま っ て い る 。

ま た 、 北 部 Luang Prabang 県 、 中 部Borikhamsay 県 、 及 び 南 部Savannakhe t 県 に 技 術 学校 ( Fore s t T 

echni cal Schoo l ) が、 ま た ビ エ ン チ ャ ン に は 訓 練 セ ン タ ー が設 置 さ れ て い る 。 し か し 、 今 回 の 大

幅 組 織 改 変 で こ れ ら の 教 育 訓 練 組 織 も 変 わ っ て い く も の と 判 断 さ れ る の で 、 詳 細 は 省 略 す る 。

フ ラ ン ス 統 治 下 で は 林 業 に 関 す る 研 究 所 や 国 立大学 に 林 学 部 が設 置 さ れ て い た が 、 現 在 は 大 学

そ の も の が な く な っ て い る 。 計 画 経 済 国 に な っ た こ と に よ っ て 、 森林 ・ 林 業教 育 や 研 究 の 受 け た

打 撃 は 大変大 き い と 考 え ら れ 、 今 後 の 修 復 が非 常 に 困 難 で あ る と 推定 さ れ る 。 い ず れ に せ よ 研 究

機 関 の 設 置 は 図 ら れ る と 考 え ら れ る が 、 0 に 近 い と こ ろ か ら の 出 発 で あ る た め 、 多 大 な 困 難 が今

後 予 想 さ れ る 。 先 進 国 か ら の ア ド バ イ ス が期 待 さ れ る 部 分 で あ ろ う 。

ラ オ ス 農 林 省 付屈 の 研 究機 関 の 研 究水 準 は 、 農

業 関 係 に つ い て は あ る 程 度 伺 う こ と は で き る が、

林 業 関 係 は 専 門 学校 と 国 立 事 務 所 と い う 訓 練 ・ 技

術 機 関 と な っ て い る た め 、 非 常 に 分 か り に く い 。

そ こ で 農 林 省 全 体 の 職員 の 構 成 と そ の 中 の 林 業 関

係 職 員 の 学歴 構 成 を 調 査 し た （ 表 L 1 0 ） 。 あ る 程度

予 想 さ れ た よ う に 訓 練 学 校 で 訓 練 さ れ た 補 助 員 的

な 立 場 の 職員 が多 く 、 先 鋭 的 に 試験 研 究 を 引 っ 張

る 人材 が 少 な い 。 今 後 試 験 研 究 に 重 点 を 置 く と す

れ ば 、 改 善 が必要 と な っ て こ よ う 。

4 . 今 後 重 点 的 に 取 り 組 む 必要 の あ る 問 題 と 解 決

表 L 1 0  農 林 省 廠 員 の 教育水準 と 構 成

教育水準 農 林 省 全 体 森 林 局 の み

作 士以 上 7 3 

学 卒 ・ 専 門 教 育 660  1 1 4 

技 術 習 得 1 .  1 8 2  77 1 

識 業 訓 練 1 .  1 1 6  6 8 4  

技 能 ・ 労 務 2 , 3 3 8  n .  a .  

ムCl 計 5 , 3 0 3  1 .  572  

最 も 新 し い 森林 管 理 に 関 す る 政 府 見解 と し て 、 ① 今 後 は 林 地 管 理 を 森林 局 に 委 ね る こ と と す る 、

② 農 耕 不 適 地 と 潜 在 的 な 森林 を林 地 と す る 、 ③ 林地 を 保 護 林 、 環 境 保 全林 、 経 済 林 に 3 区 分 し 、

目 的 に 応 じ て 管 理 す る 、 ④ 全 国 の 林地 は 合 計 1 . 700 万 芦 と 推 定 し 、 区 分 毎 の 割 合 を 保 護 林 ー 9 5 0 万

芦 、 環 境 保 全 林 ー 2 5 0万 庄 経 済 林 ー 5 00 万 芦 と 案 分 配 置 す る こ と が確 認 さ れ て い る （ 表 VI - 4 ) 。 環

境 保 全 に 強 い 期 待 を 表す 内 容 と な っ て い る が 、 日 本 に 比ぺ て 保 護 林 と 環 境 保 全 林 の 割 合 が き わ め

て 高 く 、 FAOの 提 言 の よ う に 林 業 生産 の 増 強 に 応 え ら れ る か ど う か や や疑 問 の 感 が あ る 。

こ こ で い う 保 護 林 は 日 本 の 生 態 系 保 護 地 区 と 同 様 に 森林 伐 採 が 完 全 に 否 定 さ れ る 森 林 と 予 想 さ

れ る 。 こ の 中 に は 国 立 公 園 と 野 生 鳥 獣 保 護 区 が含 ま れ る も の と 考 え ら れ る 。 な お 日 本 の 国 立 公 園
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の よ う に い ろ い ろ な レ ジ ャ ー ラ ン ド が設 置 で き 、 ま た 一 部 で は 森林 伐採 も 可能 な 森林 管 理 基 準 と

は 異 な る と 予 想 さ れ る 。 環 境 保 護 林 は 、 日 本 の 水 源 か ん養 、 景 観 維 持 ー 風 致 、 水 土 保 全 、 保 健 休

養 な ど の 自 然災 害 防 止 、 文化 的 遺産保 護 、 国 民の 健 康 増 進 、 水 資 源 確 保 な ど の た め に 設 置 さ れ た

森 林 と ほ ぼ 同 様 の 扱 い を 受 け る と 考 え ら れ る 。 経 済 林 は 日 本 の 生産 対 象 林 と 同 じ で 、 そ の 中 に は

天 然 林 と 今後補正造林 な ど に よ っ て 高 品 質化 す べ き 二次林 お よ び 人工林予 定地 が含 ま れ よ う 。

と も か く ラ オ ス の も っ と も 重 要 な 森林 管理 は 、 こ の 国 の 主 要 産 業 で あ る 移動 焼 畑 耕 作 を い か に

定着農 業 に 転化 さ せ る か と い う こ と で あ る 。 ラ オ ス 森林 の 統 計 の 乱 れ も 実 際 に は 移動 焼 畑 耕 作 の

実情 と 過 去 の 焼 畑 跡 地 の 修 復 程度 の 評 価 の 違 い か ら き て い る 。 森 林 統 計 は 今後 の 林 業 や 森 林 管 理

の 基本 な の で 、 焼 畑 跡地 の 評価 基 準 を 明 確 に し た 上 で現在 進 め ら れ て い る 森林 資 源 調 査 に 基 づ く

地域別 森 林 資 源 の 質 や量 が早期 に 明 ら か に さ れ る こ と が強 く 求 め ら れ て い る 。

そ こ で得 ら れ た 統 計 を 基 に 、 ① 森林 地 域 一 林 地 ー の 位 置 づ け と 問 題 点 の レ ビ ュ ー 、 ② ラ オ ス 資

源 地 図 の 改 変 、 ③ 長 期 的 開 発 方針 の 体系 化 、 ④ 開 発 プ ロ グ ラ ム （ 短期 ： 5 年 、 中 期 ： 1 0 ~ 1 5年 、 長

期 ： 2 0年 ） の 準備 、 さ ら に ⑤短期 プ ロ グ ラ ム に お け る 具 体 的 プ ロ ジ ェ ク ト の た め の プ レ フ ィ ジ ビ リ

テ ィ ー ス タ デ ィ の 準 備 が 進 め ら れ る ぺ き で あ る と 世 界銀 行 は 提 案 し て い る 。

さ ら に 世 界銀 行 は 移動 焼 畑 耕 作 を 低 減 さ せ る た め に 次 の よ う な 考 え 方 を 提案 し て い る 。 ① 旧 来

の 高 地 移 動 焼 畑 耕作 者 に よ る 焼 畑 に 加 え て 低地 で耕 作 し て い た 農 民 が焼 畑 を す る こ と が多 く な っ

て い る 。 最近 の 森林 荒廃 は こ の 低地起 源 の 腿 民 に 多 く を 依 存 す る た め に 、 ま ず な ぜ低 地 か ら 高 地

へ と 移動 し た の か と い う 基本 的 条 件 の 解 析が必要 で あ る 。 ②焼 畑 は 悪 で あ る と す る 考 え は 捨 て 、

焼 畑 地 域 限 定 と 農 耕 技 術 の 改 善 を 社 会 経 済 的 必要 性 や 土地 保 全 と い う 観 点 を導 入 し な が ら 努 め る

必要 が あ る 。 具 体 的 に は い ろ い ろ な 形 態 の ア グ ロ フ ォ レ ス ト リ ー を 試 み る 。 ③ 休 耕 期 間 の 短縮 を

図 っ て 、 焼 畑 地 域 を 少 な く す る こ と が次 に 求 め ら れ る 。 そ の た め に は 生産 力 の 自 然 回 復 の シ ス テ

ム を 土壌 ー 植 物 の 対応で検討 し 、 収 穫 や 溶 脱 に よ っ て ど の 程度 の 養 分 が持 ち 出 さ れ る の か を 調 ペ

る こ と と な る 。 ④つ い で 持 ち 出 し に よ っ て 足 り な く な る 養 分 の 必要 量 を 明 ら か に し 、 そ れ を 補 充

で き る な ん ら か の 手段 を と る こ と と な る 。 ⑤ こ の 際 に は 資 金 を 要 す る 速効 性化 学肥 料 と し て の 投

入 を で き る だ け 避 け 、 窒 素 に つ い て は ア レ イ ク ロ ッ ビ ン グ導入 に よ る マ メ 科 な ど の 肥料作物 と 堆

肥 、 リ ン 酸 に つ い て は 過 リ ン 酸石灰 の 様 な 資 材 投入 を 積極 的 に 進 め る 。 ⑥ 結論 的 に い え ば 、 山 地

へ の 農 民 の 定 着 を 促 進す る こ と が こ れ以 上 の 焼 畑 を 止 め る 最 良 の 方策 で あ る 。

5 ． 林業 分 野 に お け る 研 究 ・ 技 術 協 力 の 可能 性

以 上 に 記 載 し た よ う に 、 ラ オ ス は 東 南 ア ジ ア 地 域 の 中 で は 、 イ ン ド ネ シ ア の 一 部 の 島 や マ レ イ

シ ア の ボ ル ネ オ 地域 と 並 び 、 潜 在 的 に は 非 常 に 森林 に 恵 ま れ た 地 域 と 考 え ら れ る 。 た だ 国 民 の 主

食 が 陸稲 を 中 心 と し た 畑 作物 で あ る た め 、 古 く か ら 焼 畑 移 動 耕 作 が続 け ら れ た 結 果 、 天 然林 の よ

う な す ば ら し い 森林 は そ れ ほ ど広 く は な い 。 と は い っ て も 、 近年 ま で は か な り 良質 の 天 然 生 二 次

林 が広 が っ て い た と い わ れ て い る 。 し か し 低 地 か ら の 農 民 が 移 動 焼 畑 耕作 を 始 め る に 至 っ て 、 近

年 は つ い 最近 ま で の タ イ と 同 じ よ う に 森 林 の 荒廃 が始 ま っ て い る 。

タ イ の 森林 が た ど っ た 道 を歩 ま な い た め に も 政 治 経 済 の 形 態 が 急 速 に 変 わ り つ つ あ る 現在 、 森
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淋 管 理 や 林 業 の 重 要 性 に つ いての 認識 は 今 が勝 負 と 考 え ら れ る 。 ラ オ ス 政 府 も そ の 点 を よ く 心 得
てお り 、 政府機 関 の 組織 改 変 に 始 ま っ て 、 農 業・林 業 の た め の 土地 利 用 計 画 、 林 地 の 中 の 各種保
全林 や 経 済林 、 人工造林 予 定林地 な ど の 配分 、 木材・林産 物 の 効 率利 用 シ ス テ ム や 方 法 の 改 善 、
こ れ ら の 施 策 を 進 め る た め の 研 究機 関 の 新 設 な ど 、 FAO に 依頼 してTFAP ー 熱帯 林 行 動 計 画 ( Tropi

cal Fores try Ac t i on Plan) の 一 環 と して全 体構 想 を ま と め つ つ あ る 。 こ の 報 告 の 大 部 分 も TFAPの

提 言 に 基 づ いて紹介 し た も の で あ る 。
こ の よ う な ラ オ ス 政府 の 動 き に 対 応 し て 、 国 際機 関 を 中 心 に 進 め ら れ て き た 技術・研 究 協 力 に

加 えて 、 徐 々 に 二 国 間 協 力 が増 え 始 め て お り 、 一 部 の 国 と の 間 で は す で に 実施 さ れてい る 。 日 本
と して も 合 板 な ど に 使 わ れ る 、 ど ち ら か と い え ば 中 級材 で あ る フ タ バ ガ キ の よ う な 熱帯 降雨 林 樹
種 の 資 源培養の た め の イ ン ド ネ シ ア や マ レイ シ ア と の 協力 に 加 えて、 カ リ ン と か コ ク タ ン 、 シ タ
ン の よ う な 高 級材 を 産 出 で き る 潜在能力 を 持つ ラ オ ス と の 協力 が不 可 欠 で あ る と い う 感 じ がす る 。
特 に こ の よ う な 高 級 材 を 産 出 で き る 国 は タ イ 、 ベ ト ナ ム 、 イ ン ド 、 ビ ル マ な ど で あ る が 、 い ず れ
も 自 国 用 の 木材 生産 に 汲 々 と してい る か 、 あ る い は 国 内 政治 に 問 題 を 胎胚 してお り 、 余 剰産 物 を
産 出 す る 余 力 は な い 。 し た が っ てラ オ ス と の 林業 協 力 は 非 常 に 高 い 優 先度 で進 め る こ と が望 ま し
い と 考 え ら れ る 。 そ の た め に は 政 治 的 な 安 定 が ま ず必要 で あ り 、 昨 今 の 世 界情 勢 の 変化 を 受 け た
現 在 の ラ オ ス 政府 の 政策 に 注 目 す る こ と が必要 で あ ろ う 。

研 究 協 力 に 関 しては 、 い わ ゆ る 技術 協 力 と 同 様 に 進 め ら れ る ぺ き と 考 え ら れ る が 、 試験研究機
関 の 整 備 が現 在 進 め ら れてい る た め 、 研 究機 関 の 創 設 の よ う な 項 目 を 除 き 、 早 急 な 実 行 は 困 難 と
考 え ら れ る 。 将 来 的 に み れ ば 、 ラ オ ス 国 民 の 非 常 に 穏和 な 性格 や 森林・林 業 の 将来 的 な 重 要 度 か
ら 、 今 後 研 究 協力 に 対す る 優 先度 が き わ めて高 い 国 と 位 置 づ け ら れ る 。 そ の 際 に 考 え ら れ る 項 目
と し て は 、 ① 保 全 林・保 護 林 の 扱 い 方 に 関 す る 研 究 、 ②劣化林 の 高 質 化 に 関す る 研 究 、 ③ 焼 畑 農
民 の 定 着 に 関 す る 研 究 、 な ど で あ る 。 ① の 中 に は 野 生 生物 の 動 態 や特 殊林 産物 に 関 す る 課 題 、 亜
熱帯 季 節 林 の 生 態 系 維 持 機構 に 関 す る 課題 、 水土保全 な ど 土壌 動 態 に 関 す る 課 題 な ど が 含 ま れ 、
ど ち ら か と い え ば 森 林 の 保 全 管理技術 の 確立 に 資 す る 研 究 内 容 と な ろ う 。 ② に つ い て は 林 業 技 術
協 力 と 並 行 して行 わ れ る 内 容 が盛 り 込 ま れ る こ と と な り 、 特 に 更 新 技 術 の 改 善 や 高 品 質 材 の 育 成 、
地 域・標 高 別 の 適 性 樹 種 の 選 定 な ど が 中 心 と な ろ う 。 ③ に つ い て は ア グ ロ フ ォ レ ス ト リ ー の 導入
に つ いての フ ィ ジ ビ リ テ ィ ー ス タ デ ィ ー か ら 始 め る こ と と な り 、 低地 へ 定 着 さ せ る 条件 や 方策 、

高 地 で の 定 着 条 件 と 土壌 改 良 、 導入樹 種 や 作物 の 選定 な ど の 課 題 が 求 め ら れ よ う 。 そ の た め に は
林 業 部 門 に 限 ら ず 、 農 業 土木 、 栽 培 、 土壌 部 門 な ど の 共 同 作 戦 が必要 と 考 え ら れ る 。 と も か く タ
イ の Fores t Vi l l age の よ う な 形 態 を つ く れ る よ う な ケ ー ス ス タ デ ィ ー が適 切 で は な か ろ う か 。
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VlI . 熱帯農 業 研 究 セ ン タ ー の 協力 の 可能 性 に つ いて

熱帯農業研 究 セ ン タ ー が こ の 国 の 研 究 に 対 して対応 で き る か ど う か と い う 問 題 に つ いては 、 研
究 環 境、生活環境、 さ ら に 政 治 的 な 環 境 の 面 か ら の 検 討が必要 で あ ろ う 。

研究環境 に つ い て は こ こ ま で に 十分 説 明 し た の で大要 は 理解 さ れ る よ う に 、研究機 関 の 再 編 が
進 め ら れ て い る 段 階 で あ る た め に 、例 え ば、研究所創 設 と い う よ う な 建物 ・ 資 槻材 の 建 設 ・ 確保

か ら 始 め る た め に 、 十分 な 資 金 が あ る と は い え な い 熱帯 農 業 研 究 セ ン タ ー で は や や 困 難 と い え よ
う 。 あ と し ば ら く 情 勢 が 落 ち 着 く ま で待 つ 方 が よ い か と 考 え ら れ る 。

生活環境 に つ い て は 食 事 面 に つ いては 、 日 本 食 の ル ー ツ と も い え る よ う な 、 コ メ を 中 心 と し た
食生活 で あ る た め に 、 日 本人 に と っ ては 問 題 は な い よ う に 考 え ら れ る 。 た だ モ チ ゴ メ を 使 っ た オ
コ ワ が 中 心 と な る の で、毎 日 が 日 本 の お 祭 り み た い な 食事 と な る 。 一 方、教育 や娯楽 の 面 で は 、
例 え ば 日 本人学校 や イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル ス ク ー ル が 完 備 してい な い 等 非 常 に 立 ち 遅 れてい る 。 ま
た 必要 品 の 調 達 と か、道路 な ど を使 っ た 便利 さ は な い の で、生活 条 件 全 体 と しては そ れ ほ ど 良 好
で あ る と は い え な い 。

政 治 的 環境 と し て 、政 治 的 に は あ る 程度 安 定 し て き て は い る が、依 然 と し て 一 部 で は 革 命 前 の
勢 力 が残 っ て お り 、小競 り 合 い を 繰 り 返 し て い る と い う よ う に 、必ず し も 良好 と は い え な い 。 し
か し 徐 々 に 計画 経済 体制 が反 対勢力 の と な え る 自 由 主義 体 制 に 移行 し つ つ あ る の で、今 後 安 定 化
に 進 む こ と は ま ち が い な い 。 非 常 に 穏和 な 人 種 で構 成 さ れ て い る 国 で あ る の で、 も し 安 定 が達 成
さ れ れ ば 、 日 本 人 に と っ ては 協力 し やす い 代 表 国 と な る で あ ろ う と 推 定 さ れ る 。

一方現政権 の 外 国 か ら の 協力 に 対す る 考 え 方 に つ いては 組織定着が遅れ て い る た め に 、 ま だ 十
分 な 対応が で き な い で い る 様 子 で あ る 。 た だ基本 的 に は 協 力 に つ い て は 前 向 き の 意 向 が あ る と 推
察 し た 。
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